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本書の情報には、本書に記載された製品についての一般的説明および性能の技術特

性が含まれます。本書は、お客様の特定の用途に対する本製品の適合性または信頼

性を確約するために作成されたものではありません。お客様またはインテグレータ

様は自らの責任で、関連する特定の用途またはその使用に関する本製品のリスク分

析、評価、および試験を完全かつ適切に行ってください。（株）デジタルあるいは

系列会社は、本書に記載された情報の誤用に対して一切の責任を負いかねますの

で、あらかじめご了承ください。本書の内容に関する改善点のご提案または誤りの

ご指摘がございましたらご連絡ください。

本書の内容の一部またはすべてを、（株）デジタルの文書による許可なしに、複写

を含む、電子的、機械的、あるいはいかなる形式のいかなる方法によっても複製す

ることを禁じます。

本製品を設置して使用する際は、関連する州、地域、あるいは地区のすべての安全

規則に順守する必要があります。安全のため、また記録されたシステムデータの適

合性を確保するため、部品の修理は製造業者にお任せください。

装置を技術的な安全要件がある用途に使用する場合、関連する指示に従ってくださ

い。

（株）デジタルのハードウェア製品には必ず（株）デジタル製のソフトウェアまた

は承認されたソフトウェアをご使用ください。この指示に従わない場合、人的傷

害、物的損害、または不適切な動作が生じる可能性があります。

この情報に従わない場合、人的傷害や装置の損傷を招くおそれがあります。

Copyright © 2014.9 Digital Electronics Corporation. All Rights Reserved. 
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安全に関する使用上の注意

安全に関する使用上の注意

重要な情報

お断り

本書をよくお読みいただき、装置の正しい取り扱いと機能を十分ご理解いただいた

上で、設置、操作、保守を行ってください。本書および装置には以下の表示が使わ

れています。これらは潜在的な危険を警告したり、手順を明確化あるいは簡素化す

る情報について注意を呼びかけるものです。

この記号が「危険」または「警告」安全ラベルに追加されると、電

気的な危険が存在し、指示に従わないと人身傷害の危険があること

を示します。

安全警告記号です。人的傷害の危険性があることを警告します。こ

の記号の後に記載された安全に関する情報に従って、人的傷害や死

亡の危険性を回避してください。

危険
危険は、危険が生じる可能性のある状況を示します。回避しないと、死亡や重傷

を招きます。

警告
警告は、危険が生じる可能性のある状況を示します。回避しないと、死亡や重傷

を招くおそれがあります。

注意
注意は、危険が生じる可能性のある状況を示します。回避しないと、軽傷を招く

おそれがあります。

注記
この表示は、指示に従わないと物的損害を負う可能性があることを示します。
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以下の点に注意してください。

電気装置の設置、操作、サービス、および保守は有資格者のみが行うことができま

す。定められた範囲外の使用によって生じた結果については、（株）デジタルは一

切の責任を負いかねます。

有資格者とは、電気装置の構造および操作ならびに設置に関する技術と知識を持

ち、関連する危険性を認識して回避するために安全トレーニングを受けた人を指し

ます。
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本書について

本書について

概要

このたびは（株）デジタル製 PS-4000B シリーズ（これより「PS-B」と称します）

をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

型式の見方

PFXP B 1 B 2 B D 2 3 C 1 1 0 0 0

桁番号 1-4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

参照先 項目 内容

1-4 部品番号 PFXP

5 ベースユニット B: ビルトインコンピュータ

6 予約 -

7 ディスプレイ B: なし（ビルトインコンピュータ）

8 拡張スロット 1: 1 スロット = 1 PCI
2: 2 スロット = 1 PCI+1 PCIe
A: 2 スロット = 2 PCI
5: 5 スロット = 2 PCI+3 PCIe
B: 5 スロット = 4 PCI+1 PCIe

9 CPU タイプ B: Atom N270
C: Core 2 Duo P8400

10 電源 B: UPS バッテリユニット用 I/F 付き DC
D: DC 電源

F: マリン規格用電源ラインノイズフィルタ付き DC
G: UPS バッテリユニット用 I/F およびマリン規格用電源ラインノイズフィ 

ルタ付き DC

11 RAM
（CPU により構成が 

制限されます）

1: 1GB
2: 2GB
3: 3GB = 1GB + 2GB
4: 4GB = 2GB + 2GB
6: 6GB = 2GB + 4GB
8: 8GB = 4GB + 4GB

12 OS 0: なし

1: Windows Embedded Standard 2009 MUI
2: Windows XP Pro  日本語版

3: Windows XP Pro MUI
4: Windows Embedded Standard 7 MUI (32bit)
5: Windows 7 Ultimate MUI (32bit)
6:Windows 7 Ultimate MUI (64bit)
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13 ストレージデバイス

（OS のインストール

先）

N: なし

C:CF カード 4GB
D:CF カード 8GB
K:HDD
T:SSD

14 Slide in Disk 0: なし

1: DVD マルチドライブ

2: HDD
3: SSD
4: DVD マルチドライブ＋ HDD
5: DVD マルチドライブ＋ SSD

15 組み込み出荷 

オプション

0: なし

2: DVI-D ポート拡張ボード

4: COM ポート拡張ボード RS-232C/422/485
5: DVI-D ポート拡張ボード + COM ポート拡張ボード RS-232C/422/485

16 バンドルソフトウェア N: なし

17, 18 予約 -

参照先 項目 内容
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本書の適用範囲

本書は PS-4000B を対象にしています。

本書に記載の情報はオンラインでもご覧いただけます。オンラインでこの情報にア

クセスするには、次のサイトを参照してください。 
http://www.pro-face.co.jp/otasuke/

本書に記載の情報は、明確性と正確性を確保するため継続的に変更されています。

ご使用の PC 上のマニュアルとオンラインで入手した情報に違いがある場合、オン

ライン情報の方を参照してください。

登録商標

本書に記載の会社名および製品名は、それぞれの会社の商標名、商標（登録商標を

含む）、またはサービスマークです。本製品では各権利についての個別の説明を省

いています。

関連マニュアル

マニュアルや技術情報は（株）デジタル Web サイトからダウンロードできます。

http://www.proface.co.jp/otasuke/

グローバルコードについて

Pro-face 製品すべてに全世界共通型式としてグローバルコードが設定されていま

す。製品型式とグローバルコードの対比は下記 URL を参照してください。 

http://www.proface.co.jp/product/globalcode.html

商標／商標名 権利者

Microsoft, Windows Microsoft（米国）

Pro-face （株）デジタル

（国内および海外）

Intel Intel Corporation

Adobe Adobe Systems Incorporated

本書で使用されている用語 正式な商標または商標名

Windows Embedded Standard 2009 Microsoft® Windows® Embedded Standard Runtime

Windows Embedded Standard 7 Windows® Embedded Standard 7 Runtime（WS7P）

（ESD）

Windows XP Pro Microsoft® Windows® XP Professional for 

Embedded Systems（1-2 CPU）ESD

Windows 7 Windows® 7 Ultimate for Embedded Systems x32
（1-2 CPU）（ESD）

Adobe Reader Adobe® Reader®

Atom N270 Intel® AtomTM N270

Core 2 Duo Intel® CoreTM 2 Duo P8400

マニュアルのタイトル

「PS-4000B シリーズユーザーマニュアル」（本書）

http://www.proface.co.jp/otasuke
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安全に関する重要な情報

PS-B は、ANSI/ISA 12.12.01 または CSA C22.2 N213 に定義された Class 1、    

Division 2 の危険区域での使用が認証されています。次の注意事項を守ってくださ 

い。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B およびの電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
制御不能

 制御設計者は、制御経路の潜在的な故障発生の可能性を考え、重要な制御機能

において、経路の故障中および故障後に安全な状態を保てるよう考慮しなけれ

ばなりません。 

重要な制御機能とは、非常停止や誤動作に対する停止機能などをいいます。

 重要な制御機能に関しては、二重または別の制御経路を提供する必要がありま

す。

 システムの制御経路には通信リンクが含まれる場合があります。予期しない転

送遅延やリンクの故障によって起こりうる結果を考慮しておく必要がありま

す。※ 1

 PS-B の実装の際には、設置・運用される前に、用途にあった単体および組み

込みのテストを行う必要があります。

※ 1 詳しくは、NEMA ICS 1.1 （最新版）、「Safety Guidelines for the      
Application, Installation, and Maintenance of Solid State Control（ソリッ       
ドステート装置の応用、設置、および保証のための安全ガイドライン）」
および NEMA ICS 7.1（最新版）、「Safety Standards for Construction     
and Guide for Selection, Installation and Operation of Adjustable-Speed        
Drive Systems（可変速ドライブシステムの構築のための安全規格、お 
よび選択、設置および操作のためのガイド）」、または現地の該当する
規格を参照してください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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注記：PS-B には高機能な設定が可能ですが、リアルタイムオペレーティングシス

テムには対応していません。次のようなソフトウェアの設定やシステム構成を変更

した場合は、前述の警告に従ってください。

 システム BIOS

 システムモニタ

 オペレーティングシステム

 ハードウェア

 ソフトウェア

警告
装置の意図しない動作

本製品と共に提供されているソフトウェア以外のソフトウェアをご使用になる

場合は、お客様で十分な動作確認と安全性の確認を行ったうえでご使用くださ

い。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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概要
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概要

このパートの主題

このパートでは PS-B の概要を説明します。

このパートについて

このパートには次の章が含まれています。

章 章タイトル 参照ページ

1 重要な情報 15

2 梱包内容と各部名称 27

3 仕様 43

4 外観図と各部寸法図 49
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重要な情報

1
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重要な情報

概要

この章では PS-B の操作における安全に関することがらについて説明します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

FCC 規格について - 米国向け 16

有資格者 17

認証および規格 18

欧州（CE）コンプライアンス 20

危険区域への取り付け - 米国およびカナダ向け 21
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FCC 規格について―米国向け

FCC の電波干渉に関する情報（FCC Radio Interference Information）

本装置は、連邦通信委員会（FCC：Federal Communications Commission）規定の  

Part15 に基づく Class A デジタル装置の制限に適合していることが試験により実 

証済みです。これらの制限は住宅で装置を稼動する際に有害な干渉が起きるのを防

止するために設定されています。本装置は高周波エネルギーを発生、使用、および

放射する可能性があるため、指示に従って設置および使用しない場合、無線通信に

干渉を引き起したり干渉を受けたりする可能性があります。用途における電磁干渉

を最小限に抑えるため、以下の 2 つの規則に従ってください。

 PS-B は、周囲の装置に干渉を及ぼす量の電磁波エネルギーを放射しない方法で

設置および操作してください。

 周囲の装置が発生する電磁波エネルギーが PS-B の動作に干渉しないように、

PS-B を設置してテストしてください。

警告
電磁干渉、電波干渉

電磁放射によって PS-B の作動が妨害され、装置が意図しない動作を起こす可能

性があります。電磁妨害を検出した場合は、以下のように対処してください。

 PS-B に干渉を起こしている装置との間隔をあける。

 PS-B および干渉を起こしている装置の方向を変える。

 PS-B および干渉を起こしている装置への電源および通信ラインの配線経路を

変える。

 PS-B および干渉を起こしている装置を別の電源供給源に接続する。

 PS-B を周辺機器や別のコンピュータに接続する場合、必ずシールドケーブル

を使ってください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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有資格者

概要

本製品を設置、操作、および保守できるのは有資格者のみです。有資格者とは、電

気装置の構造、操作、設置に関する技術と知識を持ち、関連する危険性を認識して

回避するために安全トレーニングを受けた人を指します。安全トレーニング要件ま

たは地域のその他該当する基準については、最新版の「NFPA 70E®, Standard for   

Electrical Safety in the Workplace（NFPA 70E®、職場における電機安全性の基準）」     

を参照してください。有資格者の例としては次のようなものがあります。

 応用設計レベルでは、オートメーション安全コンセプトに詳しいエンジニアリ

ング部門の人（設計エンジニアなど）

 装置の設置レベルでは、オートメーション装置の取り付け、接続、および試運

転に詳しい人（設置アセンブリー、ケーブル配置エンジニア、またはコミッショ

ング技術者）

 オペレーションレベルでは、オートメーション装置およびコンピューティング

装置の使用および制御経験がある人（オペレータなど）

 予防保守または修復保証では、オートメーション装置およびコンピューティン

グ装置の制御または修理のトレーニングを受けたことがあり、資格を持ってい

る人（オペレーティング技術者またはアフターセールスサービス技術者など）
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認証および規格

認証機関による認証

本製品は第三者独立評価機関による認証を受けています。

 Underwriters Laboratories Inc.、UL 508 および CSA C22.2 N142、Industrial       

Control Equipment（産業用制御機器）

 Underwriters Laboratories Inc.、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA C22.2N213、    
Electrical Equipment for Use in Class I, Division 2 Hazardous （Classified）          
Locations（Class I、Division 2 の危険（分類）区域において使用する電気機器）

 GOST 証明

 ATEX Category 3 Zone 22 certification

 Germanischer Lloyd (GL) 型式承認

対象機種、証明書などの規格詳細については、下記 URL もしくは製品マーキング 

にてご確認ください。

http://www.proface.co.jp/worldwide.html

適合規格

本製品はテストにより以下の指令・規格に適合することが確認されています。

米国：

 連邦通信委員会（FCC：Federal Communications Commission）規定の Part 15

ヨーロッパ：CE

 低電圧指令 (2006/95/EC)

EMC 指令 (2004/108/EC)

 プログラマブルコントローラ：EN 61131-2（Ed 3）

 EMI：EN55011（Group 1, Class A）、EN 61000-6-4

 EMS：EN 61000-6-2

 Directive 94/9/EC (ATEX)

オーストラリア：

 AS/NZS CISPR11（C-Tick）

耐環境規格

以下の追加規格への対応も自主的に確認しています。追加で実施したテストとその

テスト基準については、「環境仕様」（48 ページ参照 ) に記載しています。

適合規制

本製品は以下に準拠しています。

 WEEE 指令 (2002/96/EC)

 RoHS 指令 (2002/95/EC)

 中国 RoHS(SJ/T 11363-2006)
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WEEE（電気電子機器の廃棄処理規制）

製品を破棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。 

使用後の電池を破棄する場合は、電池製造元の指示に従ってください。 

製品から電池を安全かつ簡単に取り出す方法については、「定期的な清掃と保守」

を参照してください（127 ページ参照 )　。 

これらの電池には EU 指令 2006/66/EC に定められたしきい値を超える重量パーセ

ンテージの重金属は含まれていません。

KC マーク
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欧州（CE）コンプライアンス

CE 適合宣誓書

本書に記載された製品は、関連マニュアルに定められたとおりに、明確に対象とさ

れたアプリケーションを使用し、承認されたサードパーティー製品に接続して使用

した場合、電磁両立性および低電圧に関する欧州指令（CE マーキング）に適合し

ています。
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危険区域への設置 - 米国およびカナダ向け

概要

PS-B は、Class I、Division 2 の危険区域における応用の要件に適合するように設  

計されています。Division 2 の領域とは、発火濃度の可燃物が、密閉した容器また 

は装置内に封入されたものが常時置かれている場所、換気によって発火点に達しな

いよう管理された場所、あるいは Class I、Division 1 の領域内または近くに存在す  

るが発火濃度の可燃物の侵入を予防している場所で、特別な状況においては断続的

に発火濃度に到達する可能性があるような場所のことを指します。

PS-B は ANSI/ISA 12.12.01 および CSA C22.2 N213 において非発火性装置です   

が、Division 1（通常危険）区域向けには設計されておらず、このような区域では 

使用できません。

PS-B は、Class I、Division 2、Group A、B、C、および D の危険区域または非危    

険区域にて使用可能です。PS-B の取り付けおよび使用の前に、製品ラベルに

ANSI/ISA 12.12.01 または CSA C22.2 N213 証明書が表示されていることを確認   

してください。

注記：一部の PS-B はまだ危険区域での使用への適合評価を受けていません。製品

は必ず製品ラベルおよびマニュアルに従って使用してください。

危険
爆発の危険

 PS-B を危険な環境内や Class I、Division 2、Group A、B、C、および D 以外の   

場所で使用しないでください。

 製品ラベルに記載されたANSI/ISA 12.12.01またはCSA C22.2 N213証明書を   

確認して、お使いの PS-B が危険区域での使用に適合していることを確認して

ください。

（株）デジタル製または OEM のコンポーネント、装置、または付属品は、Class

I、Division 2、Group A、B、C、および D の領域での使用に適していることが  

表示されていない限り、このような場所には取り付けないでください。

 PCI/PCIeコントローラカードに温度コード（Tコード）が付いており、0～50C
の周囲温度に適していることを確認してください。

 PS-B を本書で許可されていない方法で設置、操作、変更、保守、修理したり

改造したりしないでください。許可されていない行為は、PS-B の Class I、 
Division 2 における作動の適合性を損なうおそれがあります。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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製品に、使用する場所に適合する定格があることを確認してください。使用する区

域に現在、Class、Division、Group の評価がない場合、権限を持つ関係当局に相談

して、当該の危険区域に対する正しい評価を受けてください。

連邦、州／地方、および地域の規則に従い、危険区域に取り付けた場合は必ず、使

用前に権限を持つ関係当局の検査を受けてください。本システムの設置、修理、お

よび検査を行うことができるのは、技術的な有資格者のみです。

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用する前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 キャビネットに設置時は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、装置内に異

物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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電源スイッチ

開閉装置の電圧および電流によってスパークが発生する可能性があります。このた

め、PS-B を使ったシステムに必要な入力電力により、電源スイッチは発火性装置

に分類されます。

通常の電源スイッチを使用する場合は、危険区域の規則により、電源スイッチを非

危険区域に配置しなければなりません。

ただし、PS-B と電源スイッチ間のケーブル長さを制限するか、そうでなければ

Class I、Division 1 の要件（本質安全）を満たすスイッチを用いる必要があります。  

これらのスイッチは、接点開閉時にスパークが発生しないような構造になっていま

す。

危険区域内では、適切な UL 認証または CSA 認証の Class I、Division 1 スイッチ  

を使用する必要があります。このようなスイッチは広く供給されています。電源ス

イッチは設置場所の危険等級に適合したものを使用してください。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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ケーブル接続

Division 2 の危険区域の規則により、すべてのケーブル接続に適切なストレインリ 

リーフおよびポジティブインターロックを取り付けることが求められています。

PS-B の USB ポートを使用するのに必要なストレインリリーフがないため、USB

接続には非発火性 USB 装置のみをお使いください（73 ページを参照）。ケーブル

のいずれかの側に通電している間、ケーブルを接続したり取り外したりしないでく

ださい。すべての通信ケーブルにはシャーシ接地シールドが付いている必要があり

ます。このシールドには銅ブレードとアルミ箔の両方が入っていなければなりませ

ん。D-Sub コネクタハウジングは金属導電タイプ（例 鋳造スズ）でなければなら 

ず、接地シールドブレードはコネクタハウジングで直接終端となっている必要があ

ります。シールドドレンワイヤーは使用しないでください。

ケーブルの外径はケーブルコネクタのストレインリリーフの内径に適合しており、

張力をうまく逃すことができるようになっている必要があります。D-Sub コネク

タは、PS-B のコネクタに両側 2 本のネジでしっかり固定してください。

操作および保守

本システムは関連するスパークイグニションテストに適合するように設計されて

います。

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用する前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 キャビネットに設置時は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、装置内に異

物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

危険
爆発の危険

PS-B を危険区域に取り付ける場合は、本書のその他の指示に加えて、以下の規

則も順守してください。

 本装置は、Class I、Division 2 の危険区域に対する米国電気工事規定（National  

Electrical Code）第 501.10(B)(3) 条に従って配線してください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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ATEX 対応の条件

PS-4000B シリーズは EU 指令 94/9/EC に適合したカテゴリ 3D のエンクロージャ

内へ設置してください。組み込んだ機器には次の条件の明示が必要です。

  II 3D Ex tc IIIA T85C Dc Tamb: 0C to +50C

Germanischer Lloyd (GL) 型式承認条件

DC電源ラインにマリン規格用電源ラインノイズフィルタをつなげる必要がありま

す。

HDD 非搭載、DC 電源型ファンレス（Atom N270 搭載）モデルの PS-B にて対応    

できます。
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2

ï®óùìIäTóv

EIO0000000856   11/2010

梱包内容と各部名称

この章の主題

この章では本製品の物理的概要を説明します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

梱包内容 28

PS-B の説明 29

インターフェイス仕様 36
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梱包内容

アイテム

PS-B の梱包には以下のアイテムが入っています。PS-B のご使用前に、以下のア

イテムがすべて揃っていることを確認してください。

出荷に際し、本製品の品質および梱包には万全を期しておりますが、万一、破損や

部品不足がございましたら、直ちにお近くの PS-B 販売店までご連絡くださいます

ようお願いいたします。

PS-B

オペレーティングシステム再インストー

ル用 DVD-ROM

DC 電源コネクタ

文書  安全に関する使用上の注意
 MS Windows EULA
 PS4000 シリーズ導入ガイド

コネクタカバー：2 シート
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PS-B の説明

概要

操作中、ヒートシンクの表面温度は 70C に達することがあります。

PS-B 1 スロット

上面のインターフェイス

1 UPS インターフェイスボード（組み込み出荷オプション）

2 COM ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

3 マイク入力、ライン入力、ライン出力
4 電源コネクタ (DC24V)
5 COM2：シリアルインターフェイス

6 COM1：シリアルインターフェイス

7 DVI-I インターフェイス

8 ETH1：イーサネットインターフェイス (10/100/1000M ビット )
9 ETH2 ：イーサネットインターフェイス (10/100/1000M ビット )
10 USB2、USB4（最大 500mA）
11 USB1、USB3（最大 1A）
12 分解警告シール
13 ヒートシンク
14 Slot1：PCI スロット（ハーフサイズ）

警告
火傷のおそれ

操作中はヒートシンクの表面に触れないでください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。

114 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1213

Power

HDD

Link1

Link2
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正面のインターフェイス

1 ステータス LED

2 磁石
3 ファンカバー
4 シリアル番号ステッカー
5 コンパクトフラッシュスロット CF1 ／ IDE-PATA 接続

6 Slide in Disk
7 前面の USB ポート（USB5　最大 1A）
8 バックアップ用リチウムバッテリ
9 電源／リセットボタン
10 CMOS プロファイルスイッチ（90 ページ）

LED 色 状態

電源 緑 On 供給電圧 OK

赤 On システムはスタンバイモード。（S5：ソフトオフモー

ド、または S4：休止状態モード ― ディスクへのサス  

ペンド）

橙※ 1

※ 1 UPS バッテリユニット取り付け時のみ点灯。

On 供給電圧 NG。システムはバッテリ駆動で作動中。

HDD 黄 On ドライブアクセス中（CF、HDD、CD など）

Link1 --- --- 予約

Link2 --- --- 予約
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注記 ： 前面の USBポート (USB5)は修理・ 保守用です。

PS-B 2 スロット

上面のインターフェイス

1 UPS インターフェイスボード（組み込み出荷オプション）

2 COM ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

3 マイク入力、ライン入力、ライン出力
4 電源コネクタ (DC24V)
5 COM2：シリアルインターフェイス

6 COM1：シリアルインターフェイス

7 DVI-I インターフェイス

8 ETH1：イーサネットインターフェイス (10/100/1000M ビット )
9 ETH2 ：イーサネットインターフェイス (10/100/1000M ビット )
10 USB2、USB4（最大 500mA）
11 USB1、USB3（最大 1A）
12 分解警告シール
13 ヒートシンク
14 Slot1：PCI スロット（ハーフサイズ）

15 Slot2：PCIe スロット or PCI スロット（ハーフサイズ）

16 DVI-D ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

注記
装置の意図しない動作

・PS-B の運転中には前面の USB ポート (USB5) を使用しないでください。

・PS-B の運転中は青いカバーを常時閉じた状態にしてください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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正面のインターフェイス

1 ステータス LED

2 磁石
3 ファンカバー
4 シリアル番号ステッカー
5 コンパクトフラッシュスロット CF1 ／ IDE-PATA 接続

6 Slide in Disk（SATA 接続）

7 前面の USB ポート（USB5　最大 1A）
8 バックアップ用リチウムバッテリ
9 Slide in Slot1（SATA 接続）

10 電源／リセットボタン
11 CMOS プロファイルスイッチ（90 ページ）

LED 色 状態

電源 緑 On 供給電圧 OK

赤 On システムはスタンバイモード。（S5：ソフトオフモー

ド、または S4：休止状態モード ― ディスクへのサス  

ペンド）

橙※ 1

※ 1 UPS バッテリユニット取り付け時のみ点灯。

On 供給電圧 NG。システムはバッテリ駆動で作動中。

HDD 黄 On ドライブアクセス中（CF、HDD、CD など）

Link1 --- --- 予約

Link2 --- --- 予約
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注記 ： 前面の USBポート (USB5)は修理・ 保守用です。

PS-B 5 スロット

上面のインターフェイス

1 UPS インターフェイスボード（組み込み出荷オプション）

2 COM ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

3 マイク入力、ライン入力、ライン出力
4 電源コネクタ (DC24V)
5 COM2：シリアルインターフェイス

6 COM1：シリアルインターフェイス

7 DVI-I インターフェイス

8 ETH1：イーサネットインターフェイス (10/100/1000M ビット )
9 ETH2 ：イーサネットインターフェイス (10/100/1000M ビット )
10 USB2、USB4（最大 500mA）
11 USB1、USB3（最大 1A）
12 分解警告シール
13 ヒートシンク
14 Slot1：PCI スロット ( ハーフサイズ )
15 Slot2：PCI スロット ( ハーフサイズ )
16 Slot3：PCIe スロット or PCI スロット（ハーフサイズ）

17 Slot4：PCIe スロット or PCI スロット（ハーフサイズ）

18 Slot5：PCIe スロット（ハーフサイズ）

19 DVI-D ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

注記
装置の意図しない動作

・PS-B の運転中には前面の USB ポート (USB5) を使用しないでください。

・PS-B の運転中は青いカバーを常時閉じた状態にしてください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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正面のインターフェイス

1 Slide in Slot1（SATA 接続）

2 CMOS プロファイルスイッチ

3 ステータス LED

4 電源／リセットボタン
5 磁石
6 ファンカバー
7 シリアル番号ステッカー
8 コンパクトフラッシュスロット CF1 ／ IDE-PATA 接続

9 Slide in Disk（SATA 接続）

10 前面の USBポート （USB5 　最大 1A）
11 バックアップ用リチウムバッテリ
12 Slide in Slot2（SATA 接続）

LED 色 状態

電源 緑 On 供給電圧 OK

赤 On システムはスタンバイモード。（S5：ソフトオフモー

ド、または S4：休止状態モード ― ディスクへのサス  

ペンド）

橙※ 1

※ 1 UPS バッテリユニット取り付け時のみ点灯。

On 供給電圧 NG。システムはバッテリ駆動で作動中。

HDD 黄 On ドライブアクセス中（CF、HDD、CD など）

Link1 --- --- 予約

Link2 --- --- 予約
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注記 ： 前面の USBポート (USB5)は修理・ 保守用です。

注記
装置の意図しない動作

・PS-B の運転中には前面の USB ポート (USB5) を使用しないでください。

・PS-B の運転中は青いカバーを常時閉じた状態にしてください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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インターフェイス仕様

通信接続

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用の前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 キャビネットに設置時は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、装置内に異

物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
装置の断線または装置の意図しない動作

 電源、通信、および付属品の接続はポートに過剰な応力がかからないように

行ってください。設置場所を決定するときは、振動環境を考慮してください。

 電源、通信、および外部のケーブルはパネルまたはキャビネットにしっかりと

取り付けてください。

 市販の USB ケーブルのみを使用してください。

 DVI-D ポート拡張ボードにはシングルリンクモニタを接続してください。デュ

アルリンクモニタを接続すると、表示できないおそれや、モニタが破損するお

それがあります。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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シリアルインターフェイス

COM 1 および COM 2: このインターフェイスは D-Sub9 ピンコネクタ付きの RS-  

232C（シリアル）ケーブルの接続に使います。

シリアルインターフェイス COM1 および COM2

コネクタ D-Sub9 ピンプラグ

タイプ RS-232C、モデム対応、 

非絶縁タイプ

UART 16650 互換、 

16 バイト FIFO

伝送速度 最大 115k ビット /s

ケーブル長 最大 15m

嵌合固定金具 #4-40（UNC）

ピン 配列

1 DCD

2 RXD

3 TXD

4 DTR

5 GND

6 DSR

7 RTS

8 CTS

9 RI

1 5

6 9
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COM ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

COM ポート拡張ボードは、組み込み出荷オプションです。

このシリアルインターフェイスは D-Sub9 ピンの RS-232C/RS-422/RS-485 イン

ターフェイスです。 

通信方式（RS-232C/RS-422/RS-485）は、配線にて選択します。

シリアルインターフェイスと COM ポート拡張ボードでは、RS-232C 通信でのピ

ンアサインが異なります。COM ポート拡張ボードにて RS-232C 通信する場合

は、1,4,6,9 ピンにはなにも接続しないでください。

注意
意図しない通信の発生

 [n. c. ] のピンにはなにも接続しないでください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

COM ポート拡張ボードのピン配列

コネクタ D-Sub9 ピンプラグ

タイプ RS-232 はモデム非対応 

非絶縁タイプ

UART 16550 互換、16 バイト FIFO

伝送速度 最大 115 k ビット /s

ケーブル長 最大 15 m 最大 1200 m

ピン 配列（RS-232） 配列（RS-422）

1 n.c. TXD\

2 RXD n.c.

3 TXD n.c.

4 n.c. TXD

5 GND GND

6 n.c. RXD\

7 RTS n.c.

8 CTS n.c.

9 n.c. RXD

1 5

6 9
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RS-232C ― ケーブル長およびケーブルタイプ

伝送ケーブルによっては、最大伝送速度 (115k ビット /s) で使用できない場合があ

ります。

最適な伝送速度を得るため、できるだけ以下の仕様に適合したケーブルを使用して

ください。

距離［m］ 伝送速度［k ビット /s］

 15 Typ. 64

 10 Typ. 115

 5 Typ. 115

RS-232C ケーブル 仕様

信号ライン

ケーブル断面

ワイヤー絶縁 
導体抵抗 
形状・種類

4 × 0.16 mm²（26AWG）、 錫メッキ銅線

PE
82  /km
シールド付きツイストペア ( シールド材質：アルミホイル )

接地ライン

ケーブル断面

ワイヤー絶縁 
導体抵抗

1 × 0.34mm²（22AWG/19）、 錫メッキ銅線

PE
59  /km

外側被覆

材質

特性

全体シールド

PUR 混合材

ハロゲンフリー

錫メッキ銅線から
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RS-422 ― ケーブル長およびケーブルタイプ

通信相手を送信可能状態にするためにはRTSの信号を切り替える必要があります。

伝送ケーブルによっては、最大伝送速度 (115k ビット /s) で使用できない場合があ

ります。

最適な伝送速度を得るため、できるだけ以下の仕様に適合したケーブルを使用して

ください。

RS-485 接続について

RS-422 のピン（1、4、6、9）を使用します。下図のように配線してください。

ドライバが送信および受信されるごとに、RTS ラインを切り替える必要がありま

す。自動切り替えではありません。これは Windows では構成できません。

ラインが長すぎるために電圧降下すると、バスステーション間の電位差が大きくな

り、通信が妨害される場合があります。これは絶縁線を他のものに通すことで改善

できる場合があります。

RS-485 インターフェイス信号には終端が必要です（少なくともラインが長い場合

や伝送レートが高い場合）。バス終端には通常、各信号ラインに 120 Ωの抵抗を接 

続することで、パッシブターミネータを使用できます。

距離［m］ 伝送速度［k ビット /s］

1200 Typ. 115

RS-422 ケーブル 仕様

信号ライン

ケーブル断面

ワイヤー絶縁 
導体抵抗 
形状・種類

4 × 0.25 mm²（24AWG/19）、 錫メッキ銅線

PE
82  /km
シールド付きツイストペア ( シールド材質：アルミホイル )

接地ライン

ケーブル断面

ワイヤー絶縁 
導体抵抗

1 × 0.34 mm²（22AWG/19）、 錫メッキ銅線

PE
59  /km

外側被覆

材質

特性

全体シールド

PUR 混合材

ハロゲンフリー

錫メッキ銅線から
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RS-485 ― ケーブル長およびケーブルタイプ

伝送ケーブルによっては、最大伝送速度 (115k ビット /s) で使用できない場合があ

ります。

最適な伝送速度を得るため、できるだけ以下の仕様に適合したケーブルを使用して

ください。

距離［m］ 伝送速度［k ビット /s］

1200 Typ. 115

RS485 ケーブル 仕様

信号ライン

ケーブル断面

ワイヤー絶縁 
導体抵抗 
形状・種類

4 × 0.25 mm²（24AWG/19）、 錫メッキ銅線

PE
82  /km
シールド付きツイストペア ( シールド材質：アルミホイル )

接地ライン

ケーブル断面

ワイヤー絶縁 
導体抵抗

1 × 0.34 mm²（22AWG/19）、 錫メッキ銅線

PE
59  /km

外側被覆

材質

特性

全体シールド

PUR 混合材

ハロゲンフリー

錫メッキ銅線から
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DVI-D ポート拡張ボード（組み込み出荷オプション）

DVI-D ポート拡張ボードは、組み込み出荷オプションです。 

標準搭載の DVI-I インターフェイスとは規格が異なりますので注意してください。

警告
装置の断線または装置の意図しない動作

 DVI-D ポート拡張ボードにはシングルリンクモニタを接続してください。デュ

アルリンクモニタを接続すると、表示できないおそれや、モニタが破損するお

それがあります。

 [n. c. ]、[System Reserve] のピンにはなにも接続しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡、重症、または物的損害を負う可能性があります。

DVI-D ポート拡張ボード

タイプ DVI-I 24 ピン、ソケット

推奨スクリュー No.4(40 UNC)

ケーブルの長さ 最大 5 m 

ピン 配列 ピン 配列

1 T.M.D.S. data 2- 16 Hot Plug detect

2 T.M.D.S. data 2+ 17 T.M.D.S. data 0-

3 T.M.D.S. data 2 shield 18 T.M.D.S. data 0+

4 System Reserve 19 T.M.D.S. data 0 shield

5 System Reserve 20 System Reserve

6 DDC clock 21 System Reserve

7 DDC data 22 T.M.D.S. shield

8 n.c. 23 T.M.D.S. clock +

9 T.M.D.S. data 1- 24 T.M.D.S. clock -

10 T.M.D.S. data 1+ c1 n.c.

11 T.M.D.S. data 1 shield c2 n.c.

12 System Reserve c3 n.c.

13 System Reserve c4 n.c.

14 + 5V power※ 1 c5 n.c.

15 Ground (return for + 5 V, HSync 
and VSync)

※ 1 内部にてマルチヒューズで保護されています。
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仕様

この章の主題

この章では製品の仕様を示します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

PS-B の仕様 44

環境仕様 48
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PS-B の仕様

製品仕様

PS-B の仕様は以下のとおりです。

AtomN270 1 slot AtomN270 2 slots Core2Duo P8400 
1 slot 

Core2Duo P8400 
2 slots 

Core2Duo P8400 
5 slots 

拡張スロット 1 = 1PCI 2 = 1 PCI + 1 PCIe
A = 2 PCI 

1 = 1PCI 2 = 1 PCI + 1 PCIe
A = 2 PCI 

5 = 2 PCI + 3 PCIe
B = 4 PCI + 1 PCIe

プロセッサ Atom N270
1.6 GHz
512 K バイト L2 キャッシュ

Core 2 Duo P8400 
2.26 GHz
3 M バイト L2 キャッシュ

チップセット 945GME GM45

冷却方式 自然空冷（ファンレス） ファンによる強制空冷

ファンの回転数は内部温度によって制御しています。内

部温度が一定温度に達しないかぎり、ファンは動作しま

せん。

RAM DDR2 533 MHz
SO-DIMM 2 スロット

1 G バイト～ 3 G バイト

( ユーザーによる増設不可 )

DDR3 1066 MHz
SO-DIMM 2 スロット

2 G バイト～ 8 G バイト

( ユーザーによる増設不可 )

グラフィック

コントローラ Intel® Graphics Media Accelerator 950 Intel® Graphics Media Accelerator (GMA) 4500 MHD 

メモリ 224 M バイト ( メインメモリからの割

り当て )
384 M バイト ( メインメモリからの割り当て )

色深度 32 ビット ( 最大 ) 

解像度

RGB 400 MHz RAMDAC、 

2048 x 1536 @75 Hz (QXGA) 以下 
1920 x 1080 @85 Hz (HDTV) 含む

300 MHz RAMDAC、2048 x 1536 @70 Hz (QXGA) 以下 
1920 x 1080 @85 Hz (HDTV) 含む

DVI 1920 x 1080

Slide in Disk 1 スロット装備

 HDD または SSD

コンパクト 

フラッシュ

1 スロット (Type I) 装備

 CF カード 4G バイト、または CF カード 8G バイト

オペレーショ

ンシステム※ 1
HDD または SSD：

Windows® XP Professional SP3
CF：Windows® Embedded Standard 
2009

HDD または SSD：

Windows® XP Professional SP3/
Windows® 7 Ultimate
CF：Windows® Embedded Standard 2009 /Windows® 

Embedded Standard ※ 2

Slide in Slot なし 1 スロット装備

 DVD-RW

 HDD、SSD
およびSlide-in 
Slot アダプタ

ユニット

なし 1 スロット装備

 DVD-RW

 HDD、SSD
およびSlide-in 
Slot アダプタ

ユニット

2 スロット装備

 DVD-RW

 DVD-RW + 

HDD または

DVD-RW + 
SSD
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シリアルインターフェイス※ 3

個数 3

タイプ RS-232C、モデム対応、非絶縁タイプ x 2
RS-232C/422/485、RS-232C のみモデム非対応、絶縁タイプ x 1 ( 組み込み出荷オプション）

UART 16550 互換、16 バイト FIFO 

伝送速度 115 k ビット /s

コネクタ 9 ピン D-Sub 

USB インターフェイス※ 3

個数 5

タイプ USB 2.0 

伝送速度 ロースピード (1.5 M ビット /s)、フルスピード (12 M ビット /s)、ハイスピード (480 M ビット /s)

コネクタ Type A 

出力電流 USB2、4：最大 500 mA
USB1、3、5：最大 1 A

イーサネットインターフェイス※ 3

個数 2

伝送速度 10/100/1000 M ビット /s 

コネクタ RJ-45 モジュラージャック

DVI インターフェイス

個数 2

タイプ DVI-I x 1

- DVI-D x 1 ( 組み込

み出荷オプション
)

- DVI-D x 1 ( 組み込

み出荷オプション
)

DVI-D x 1 ( 組み込

み出荷オプション
)

リセット 

ボタン

あり

ブザー あり

定格電圧

定格電流

突入電流

24 Vdc ± 25 %
6A 
Typ. 7 A、50 A < 300 µs 

UPS オプション

外形寸法 ( 幅 x 
高さ x 奥行 )

82 x 270 x 250 mm 121 x 270 x 251 mm 97 x 270 x 250 
mm

136 x 270 x 251 mm 217 x 270 x 251 mm

質量 約 4.0 kg 約 5.0 kg 約 5.5 kg 約 6.0 kg 約 7.0 kg 

※ 1 プリインストール OS マルチランゲージに対応する言語については、「プリインストール OS マルチラ

ンゲージ対応言語一覧」(47 ページ ) をお読みください。

※ 2 Windows® Embedded Standard 7 対応の CF カードは 8G バイトのみ。

AtomN270 1 slot AtomN270 2 slots Core2Duo P8400 
1 slot 

Core2Duo P8400 
2 slots 

Core2Duo P8400 
5 slots 
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※ 3 本製品のシリアルインターフェイス・USB インターフェイス・イーサネットインターフェイスは、本

体およびマニュアルに記載のポート番号（ETH1, USB1 等）とは別に、内部識別用のポート番号が割

り当てられています。内部ポート番号の割り当ては、オペレーションシステムにより異なりますので、

ご使用の環境にてご確認ください。

　　　イーサネットインターフェイス例）  本体記載ポート番号                               ：ETH1     ETH2
                                             　　　　　　  内部ポート番号 (Windows 7 の場合 )     ：LAN1     LAN2
                                             　　　　　　  内部ポート番号 (Windows XP の場合 )  ：LAN2     LAN1
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プリインストール OS マルチランゲージ対応言語一覧

Windows® XP 
Professional

Windows® 7 
Ultimate

Windows® 
Embedded 

Standard 2009

Windows® 
Embedded 
Standard7

アラビア語 ○ ○ ○ ※ 1

※ 1 ( 株 ) デジタル Web サイトにて言語提供しています。 
http://www.proface.co.jp/otasuke/

ブルガリア語 ○ ○ - ※ 1

中国語（簡体字） ○ ○ ○ ※ 1

中国語（繁体字） ○ ○ ○ ※ 1

クロアチア語 ○ ○ - ※ 1

チェコ語 ○ ○ ○ ※ 1

デンマーク語 ○ ○ ○ ※ 1

オランダ語 ○ ○ ○ ※ 1

英語 ○ ○ ○ ○

エストニア語 ○ ○ - ※ 1

フィンランド語 ○ ○ ○ ※ 1

フランス語 ○ ○ ○ ○

ドイツ語 ○ ○ ○ ○

ギリシャ語 ○ ○ ○ ※ 1

ヘブライ語 ○ ○ ○ ※ 1

ハンガリー語 ○ ○ ○ ※ 1

イタリア語 ○ ○ ○ ○

日本語 ○ ○ ○ ○

韓国語 ○ ○ ○ ※ 1

ラトビア語 ○ - - ※ 1

リトアニア語 ○ ○ - ※ 1

ノルウェー語 ○ ○ ○ ※ 1

ポーランド語 ○ ○ ○ ※ 1

ポルトガル語（ポルトガル） ○ ○ ○ ※ 1

ポルトガル語（ブラジル） ○ ○ ○ ※ 1

ルーマニア語 ○ ○ - ※ 1

ロシア語 ○ ○ ○ ※ 1

セルビア語 - ○ - ※ 1

スロバキア語 ○ ○ - ※ 1

スロベニア語 ○ ○ - ※ 1

スペイン語 ○ ○ ○ ○

スウェーデン語 ○ ○ ○ ※ 1

タイ語 ○ ○ - ※ 1

トルコ語 ○ ○ ○ ※ 1

ウクライナ語 - ○ - ※ 1
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環境仕様

仕様

PS-B の環境仕様は以下のとおりです。

 仕様値 対応規格 

保護構造 IP 20 EN/IEC 61131-2 

汚染度 汚染度 2 EN/IEC 61131-2 

使用周囲温度 0 ～ 50 C※ 1 EN/IEC 61131-2, UL508 

保存周囲温度 –20 ～ 60 C IEC 60068-2-2 tests Bb and Ab, 
IEC 60068-2-14 tests Na and 
EN/IEC 61131-2 

耐気圧 ( 使用高度 ) 海抜 2,000 m 以下 EN/IEC 61131-2 

耐

振

動
※2

SSD または CF カー  

ドを備えた製品：連続

2 ～ 9 Hz：1.5 mm 

9 ～ 200 Hz：4.9 m/s2 

IACS E10 and EN/IEC 60068-2-6 Fc 

5 ～ 8.4 Hz：1.75 mm 

8.4 ～ 150 Hz：4.9 m/s2 

HDD を備えた製品： 

連続

5 ～ 100 Hz：1.225 m/s2  

SSD または CF カー  

ドを備えた製品：断続

2 ～ 9 Hz：3 mm

9 ～ 200 Hz：9.8 m/s2 

5 ～ 8.4 Hz：3.5 mm

8.4 ～ 150 Hz：9.8 m/s2 

HDD を備えた製品： 

断続

5 ～ 100 Hz：2.450 m/s2 

マリン規格 ( 連続 ) 3 ～ 13.2 Hz: 1 mm 13.2 ～ 100 Hz: 6.9m/s2 

耐衝撃 147 m/s2 / 11 ms 

使用周囲湿度 10 ～ 85 % RH ( 結露のないこと、湿球温度   

29 C 以下 )

–

保存周囲湿度 10 ～ 85 % RH ( 結露のないこと、湿球温度   

29 C 以下 )

EN/IEC 61231-2 

電磁環境適合性 (EMC) 高周波電磁妨害への耐性 EN/IEC 61131-2, IEC 61000-4x 

電磁妨害 (EMI) ClassA EN 55022/55011 

※ 1 使用する機能、オプションにより以下の温度制限があります。

Atom N270 搭載モデル（ファンレスモデル）

 ・Gigabit Ether を使用する場合 0 ～ 45 ℃

 ・DVD-RW を使用する場合 5 ～ 40 ℃

Core2Duo P8400 搭載モデル（ファン搭載モデル）

 ・DVD-RW を使用する場合 5 ～ 50 ℃

※ 2 記載のスペック範囲内で使用する場合も振動成分により HDD のアクセスパフォーマンスの低下が発生

する場合があります。

　　　実際の設置環境にて充分な評価を実施してください。振動がパフォーマンスに影響を及ぼすような環

境では SSD の使用を推奨します。
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外観図と各部寸法図 / 取り付け

この章の主題

この章では製品の寸法およびパネル取り付けについて説明します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

外観図 50

PS-B の取り付け 55

PS-B の設置準備 60
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外観図

1 スロットの外形寸法図

正面図

側面図

mm

2
4

4
1

8

1
8

4
.6

4
2

.7

9

4xØ5.471

3518 4xØ11
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上面図

2 スロットの外形寸法図

正面図

mm

110.5

70

2
4

4
1

8

1
8

4
.6

4
2

.7

9

20.3

4xØ5.4

4xØ11
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側面図

上面図
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5 スロットの外形寸法図

正面図

側面図
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上面図

寸法

寸法 A は、使用するヒートシンクにより異なります。

Atom N270 Core2Duo PS8400

1 スロット

2 スロット
12.8mm

28mm

5 スロット -

サイズ 公差範囲（DIN ISO 2768 ミディアムによる）

6mm まで ±0.1mm

6mm を超えて 30mm まで ±0.2mm

30mm を超えて 120mm まで ±0.3mm

120mm を超えて 400mm まで ±0.5mm

400mm を超えて 1000mm まで ±0.8mm
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PS-B の取り付け

設置場所

PS-B は筐体に付いている取り付けプレートで取り付けてください。このプレート

には M5 のネジを使用します。

取り付けに関する重要な情報

 環境仕様 (48 ページを参照 )
 PS-B は室内専用機です。

 PS-B を直射日光の当る場所に設置しないでください。

 通気孔は塞がないようにしてください。

 装置の設置時は取り付け角度の許容範囲を守ってください。 

(58 ページを参照 )
 取り付ける壁またはスイッチングキャビネットはPS-Bの総重量の4倍以上の重

量に耐えることを確認してください。

 特定のケーブル（DVI、USB など）では、接続時にケーブルの曲げ半径に注意し

てください。

警告
装置の意図しない動作

過熱によりソフトウェアが不正な動作を起こす場合があります。そのため以下の

点に注意してください。

 過熱の原因となるような装置の隣に PS-B を配置しないでください。

 PS-B は、マグネチックスイッチおよびノーヒューズブレーカーなどのアーク

発生装置の近くには配置しないでください。

 腐食性ガスがある環境内で PS-B を使用しないでください。

 PS-Bの設置時は、周囲のすべての構造物および装置から左右に 60mm以上、上

下に 110mm 以上のスペースを確保してください。

 PS-B の設置時にはケーブルの配置および接続のための十分なスペースを確保

してください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。

mm
M5 Ø5.4

Ø11

9
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PS-B 1 スロット PS-B 2 スロット

取り付けプレートの外形（PS-B） 取り付けプレートの外形（PS-B）

mm

18

53

71

2
7

0

2
6

2

1
8

20.3

90.3

110.5

2
7

0

2
6

2

1
8

mm
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PS-B 5 スロット

取り付けプレートの外形（PS-B）

25.7

165.7

95.7

191.4

mm

2
7

0

2
6

2

1
8
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取り付け角度

PS-B は下図のように取り付けてください。

標準取り付け ― 縦置き

標準の取り付け方向は、縦置きです。

オプション取り付け ― 横置き

ヒートシンクが上向きになるように設置します。最大使用周囲温度は 5C 下げて

ください。 

ファンレスモデル（Atom N270 搭載モデル）では横置き設置できません。

1 ヒートシンク

0°0°

0
°

0
°

0°0°

1
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空気循環のためのスペース

十分な空気循環を確保するため、システムの上、下、および左右に以下のような空

間を残して取り付けてください。

1 排気
2 吸気

このスペースは PS-B の縦置きおよび横置きの両方に有効です。

>
 1

0
0

>
 1

0
0

> 50 > 50

2

1

mm
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PS-B の設置準備

振動および衝撃

PS-B を設置および移動する場合、振動レベルに注意する必要があります。キャス

ター付きのラックに取り付けた PS-B を移動する場合、ユニットに過剰な衝撃や振

動が加わる恐れがあります。

注意
過剰な振動

 設置時にユニットに過度な振動や衝撃を与えないように、事前に設置方法を検

討してください。

 PS-B を取り付けるための推奨トルクは 0.5N•m です。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。
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システムのセットアップ

このパートの主題

このパートでは本製品のセットアップについて説明します。

このパートについて

このパートには次の章が含まれています。

章 章タイトル 参照ページ

5 電源投入前に 63

6 接地と配線 65

7 BIOS 設定 77

8 ハードウェアの修正 91



PS-4000B シリーズユーザーマニュアル

62



63

電源投入前に

5

ÇÕÇ¹Ç?Ç…

EIO0000000856   11/2010

電源投入前に

電源投入前に

使用許諾契約書

注記：Windows® Operating System の使用に関する制限はマイクロソフト使用許  

諾契約書（EULA）に記載されています。初回電源投入前にこの文書をお読みくだ

さい。

PS-B に初めて電源を投入し、OS の初期設定を行う方法については、「PS4000 シ

リーズ導入ガイド」を参照してください。

EWF Manager (Enhanced Write Filter Manager)

PS-B 専用のオペレーティングシステムである Windows®  Embedded Standard   

2009 は CF カードにインストールされています。この CF カードは約 100,000 回

の書込み操作が可能です。

EWF Manager は書込み操作の回数を最小限に抑え、CF カードの寿命を延ばしま 

す。テンポラリデータ（システム更新やソフトウェア操作など）は CF カードには

書き込まず、RAM にロードします。

そのため、EWF Manager を使用している場合、PS-B を再起動したときにユーザー 

が行ったシステムへの変更は破棄されます。EWF Manager をアクティブにしてシ 

ステムを再起動すると、以下のタイプの修正は破棄されます。

 新しくインストールしたアプリケーション

 新しくインストールした周辺機器

 新しく作成または変更したユーザーアカウント

 ネットワーク設定の変更（IP アドレス、デフォルトゲートウェイなど）

 オペレーティングシステムの設定変更（バックグラウンドの画像など）



PS-4000B シリーズユーザーマニュアル

64

EWF Manager を有効／無効にする

EWF Manager のステータスを変更するには、C:¥Utility¥Change EWF State ディレ   

クトリにある ChangeEWFState.exe プログラムを実行します。このプログラムの 

実行後、変更を有効にするには、システムを再起動する必要があります。EWF

Manager を有効および無効にするには、管理者権限が必要です。

注記
データおよび設定の消失

 PS-B のハードウェア、ソフトウェア、オペレーティングシステムなどに変更

を加える際は、まず EWF Manager を無効にしてください。Windows システ 

ムトレイの［EWF］アイコンに赤色の「X」が表示されていることを確認します。

 変更を加えた後で EWF Manager を再度有効にし、Windows システムトレイの 

［EWF］アイコンに赤色の「X」が表示されていないことを確認します。これ

により、CF カードの寿命が長くなります。

 CF カードのすべてのデータを定期的に別のストレージメディアにバックアッ

プしてください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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接地と配線

この章の主題

この章では PS-B に電源ケーブルを接続する方法について説明します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

接地 66

DC 電源ケーブルの接続 70

PS-B 前面の USB ポートのご使用にあたって 73
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接地

概要

PS-B のフレーム接地（FG）と接地との間の接地抵抗は 100以下でなければなり

ません。 長い接地線を使用する場合は、抵抗を調べてください。必要に応じて細い 

絶縁線を太い絶縁線と交換し、ダクトに入れます。次の表を参照して、各種接地線

の太さに対する最大長さを調べてください。

接地線寸法

注意

専用接地

フレーム接地（FG）は専用接地に接続してください。

接地線の太さ 接地線の最大長さ

2.5mm2（13AWG） 30m

往復 60m

警告
装置の意図しない動作

 以下に示す接地構成以外は使用しないでください。

 接地抵抗が 100以下であることを確認してください。 

 装置に通電前に、必ず接地の接続状態をテストしてください。接地線にノイズ

が多いと PS-B の操作が妨げられる場合があります。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。

PS-B
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許容される共用接地

専用接地がとれない場合、図のような共用接地としてください。

許容されない共用接地

PS-B を接地する場合、SG 端子を使って他の装置を経由して接続しないでくださ

い。

共用接地 ― 接地ループの回避

シールド接地（SG）を使って外部装置を PS-B に接続する場合、接地ループが形

成されないことを確認してください。PS-B の FG および SG は内部で接続されて

います。

PS-B

PS-B

PS-B
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接地手順

PS-B の接地箇所は 2 箇所です：

　・電源コネクタ

　・接地面

　1 電源コネクタ

　2 接地面

　3 接続用テープ

　4 スイッチングキャビネット

接地時は、以下の手順に従ってください。

手順 操作

1 接地抵抗が 100以下であることを確認してください。 

2 SG ラインを別の装置に接続する場合、システム／接続が接地ループを形成し

ないことを確認してください。

注記：SG と FG は PS-B 内部で接続されています。

3 接地接続には 2.5mm2（13AWG）接地線を使用します。

PS-B のできるだけ近いところで接続し、接地線の長さはできるだけ短くしま

す。
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接地 I/O 信号ライン

電磁放射が PS-B の制御通信と干渉を起こす可能性があります。

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用する前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 キャビネットに設置時は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、装置内に異

物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
装置の意図しない動作

 I/O ラインを電源ケーブルや無線装置の近くに配線せざるをえない場合は、 

シールドケーブルを使用して、シールドの一方の端を PS-B のフレーム接地

（FG）に接地してください。

 I/O ラインは電源ケーブル、無線装置、あるいはその他電磁干渉を引き起こす

可能性がある装置のそばに配線しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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DC 電源ケーブルの接続

注意

電源ケーブルを PS-B の電源コネクタに接続する際は、電源ケーブルが DC 電源に

接続されていないことを確認してください。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外し前に、装置のすべての電源を外してくださ

い。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
装置の取り外しまたは装置の意図しない動作

 電源、通信、および付属品の接続はポートに過剰な応力がかからないように

行ってください。設置場所を決定するときは、振動環境を考慮してください。

 電源、通信、および外部のケーブルはパネルまたはキャビネットにしっかりと

取り付けてください。

 市販の USB ケーブルのみを使用してください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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端子台の配線および接続

PS-B の電源ケーブルを配線および接続する場合は、以下の手順に従ってください。

手順 操作

1 PS-B からすべての電源を取り外し、通電されていないことを確認します。

2 電源ケーブルを以下のようにDCコネクタの端子に接続します。 各棒端子を対 

応する穴の奥まで差し込み、ドライバを使ってネジで固定します。

以下の電線を使用します。 

・銅芯線を使用してください。

・断面が 0.75mm2 ～ 2.0mm2（AWG18 ～ AWG14）
・取り付け導体の温度定格は 75 ℃のみです。

3 DC コネクタを PS-B の電源コネクタに取り付け、ネジで固定します。これら

のネジの適正な締め付けトルクは 0.5N•m です。
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マリン規格用電源の接続

マリン規格が要求される環境で PS-B を使用する場合、ノイズフィルタは DC 電源

ラインに接続してください。

またノイズフィルタは型式が PFXZFTPNDC1 のものを必ず利用してください。

可能な接続

フローティング（非接地）DC 電源システムへの接続：

一部のアプリケーションにはフローティング（非接地）電源システムが必要になり

ます。このようなシステムには以下のような特徴があります。

 DC0V 電源ラインとフレーム接地（FG）が内部で接続されている。

 DC24V電源ラインはFGおよび出力から絶縁されている。これらの絶縁耐圧は以

下のとおりです。

 プライマリ／セカンダリ：AC1000V

 プライマリ／接地：AC1000V

接地基準型 DC 電源システムへの接続：

Q  : 主電源のコンタクト

KM : ラインコンタクト

(1)  : 地絡検出のための残留電流検出器

(2)  : PS-B

+

-

-

+

-

+

-
+

AC

DC24V

- 0 Vdc

+ 24 Vdc

PS-B

AC100 240V
L

N

G
Q

KM

DC+24V
-    +

1

1

2

+
-

PS-B



接地と配線

73

PS-B 前面の USB ポートのご使用にあたって

はじめに

以下の情報は、Class I、Division 2、Group A、B、C、および D の危険区域での    

PS-B の USB ポートの使用方法を説明したものです。

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用する前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 キャビネットに設置時は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、装置内に異

物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
装置の断線または装置の意図しない動作

 電源、通信、および付属品の接続はポートに過剰な応力がかからないように

行ってください。設置場所を決定するときは、振動環境を考慮してください。

 電源、通信、および外部のケーブルはパネルまたはキャビネットにしっかりと

取り付けてください。

 市販の USB ケーブルのみを使用してください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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説明

非発火性装置（キーボード、マウス）を PS-B（関連する装置）の USB ポート 1、
2、3、4 で使用できます。USB ポート 1、2、3、4 に接続する装置は、非発火性だ

けでなく、以下の基準も満たす必要があります。USB ケーブルの配線は以下のと

おりです。

注記：

1. 非発火性回路パラメータは、下表のとおりです。

非発火性装置（キーボード、マウス）は次の条件の場合、組み合わせシステムとし

て未評価でも接続可能です。

関連する装置（PS-B）の Voc（もしくは Uo）および Isc（もしくは Io）が非発火 

性装置の Vmax（Ui）および Imax（Ii）の値以下であること。

接続する非発火性装置と接続ケーブルの最大コンダクタンス容量 Ci ＋ C ケーブル 

と最大インダクタンス容量 Li ＋ L ケーブルが、関連する装置の Ca（Co）と La

（Lo）の値以下であること。

2. 接続される非発火性関連機器は以下の条件を満たすこととします。

USB ポート 1、3 USB ポート 2、4

開路電圧＝ Voc 5.066V 5.26V

短絡電流＝ Isc 1320mA 830mA

関連するコンダクタンス容量＝ Ca 20F 20F

関連するインダクタンス容量＝ La 16.8H 16.8H

PS-B - 関連する非発火性フィールドワイヤ

リング装置（マウス、キーボード）

Voc
Isc
Ca
La






Vmax
Imax
Ci ＋ C ケーブル

Li ＋ L ケーブル
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3. ケーブルの電気的パラメータが不明な場合、以下の値を使用できます。

 C ケーブル＝ 196.85pF/m

 L ケーブル＝ 0.656H/m

 

4. 接続方法は PS-B を使用する国の定める米国電気工事規定に則る必要がありま 

す。

PS-B はエンクロージャに設置してください。Class I、Division 2 の領域に設置し  

た場合、エンクロージャは Division 2 の接続方法に 1 つ以上対応している必要があ 

ります。

PS-B は Class I、Division 2、Group A、B、C および D にて使用可能です。また    

PS-B は Class I, Division 2, Groups A, B, C および D のもと非発火性フィールドワ       

イヤリング装置と接続ができます。

危険
爆発の危険

 部品の取り替えは Division 2 における危険（分類）区域の適合性を損なう恐れがあ 

ります。

 使用する区域が危険な状態の場合、装置を動作させたり接続をはずしたりしない

でください。

 関連する非発火性装置が利用できない場合、関連する非発火性フィールドワイヤ

リング装置はパラレル接続しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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BIOS 設定

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

BIOS のオプション 78

USB 設定 83

ブートメニュー 85

セキュリティ 87

終了 90
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BIOS のオプション

概要

BIOS とは基本入出力システム（Basic Input Output System）のことです。

BIOSセットアップユーティリティによって基本システム構成の設定を変更できま

す。この設定は CMOS および EEPROM に保存されます（バックアップとして）。

CMOS データはバッテリを使用している場合、電源を切った状態（DC24V 電源の

切断時）でも PS-B 内に残ります。

BIOS セットアップおよびブート手順

BIOS は PS-B に電源を投入すると直ちに起動します。システムは EEPROM 内の

セットアップデータをチェックします。チェックに合格したデータは CMOS に転

送されます。データに不備がある場合は、CMOS データの妥当性をチェックしま

す。CMOS データに異常がある場合、メッセージが表示されますが、［F1］キーを

押すことでブート手順を継続できます。再起動時に毎回メッセージが表示されるの
を解除するには、［DEL］キーを押して BIOS 設定を開き、設定を再保存します。

BIOS は CMOS RAM からシステム構成情報を読み出し、システムをチェックして、 

Power On Self Test（POST）を使って構成します。

この準備が完了すると、BIOS はデータストレージデバイス（ハードドライブ、フ

ロッピードライブなど）からオペレーティングシステムを検索します。BIOS はオ

ペレーティングシステムを起動して、オペレーティングシステムへ制御を引き渡し
ます。

BIOS セットアップメニューを表示するには、USB コントローラの初期化後、

（POST 中に）以下のメッセージがモニタに表示されたら直ちに［DEL］キーを押

します。

Press DEL to run SETUP

BIOS セットアップキー

POST 中は次のキーが有効になります。
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注記：USB キーボードからのキー信号は USB コントローラが初期化された後に初

めて登録されます。

以下のキーは BIOS セットアップメニューで使用できます。

キー 機能

［DEL］ BIOS セットアップメニューを表示します。

［F12］ ［F12］キーで、ネットワークからブートできます。

［F11］ ブートメニューを表示します。システムに接続されたブート可能なデバイス

をすべて表示します。上下カーソル  で移動して［ENTER］キーを押し、 

ブートに使用するデバイスを選択します。

［Pause］ ［Pause］キーを押すと POST が停止します。POST を再開するには、［Pause］
キー以外のキーを押します。

キー 機能

［F1］ 一般的なヘルプ。

カーソル  一つ前の項目に移動します。

カーソル  次の項目に移動します。

カーソル  一つ前の項目に移動します。

カーソル  次の項目に移動します。

[+] ／ [ - ] 選択した項目の値を変更します。

［Enter］ 選択したメニューに移動します。

PgUp  前のページに移動します。

PgDn  次のページに移動します。

［Start］ 最初の BIOS メニュー項目にジャンプします。

［End］ 最後の BIOS メニュー項目にジャンプします。

［F2］／［F3］ BIOS セットアップの色を切り替えます。

［F7］ 変更をリセットします。

［F9］ すべての BIOS 構成に対してこれらの設定をロードします。

［F10］ 保存して終了します。

［Esc］ サブメニューを終了します。
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Main（メイン）

スタートアップ中に［DEL］キーを押すと、直ちにメイン BIOS セットアップメ

ニューが表示されます。

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

System Time 現在時刻の設定です。ユニッ

トの電源オフ中、時刻はバッ

テリ（CMOS バッテリ）に

よって維持されます。

時刻の調整 時刻は「時：分：秒（hh：mm：

ss）」の形式で設定します。

System Date 現在の日付の設定です。ユ

ニットの電源オフ中、時刻は

バッテリ（CMOS バッテリ）

によって維持されます。

日付の変更 日付は「月：日：年（mm：dd：
yyyy）」の形式で設定します。

BIOS ID 検出された BIOS を表示しま

す。

なし -

Processor プロセッサのタイプを表示

します。

なし -

CPU frequency プロセッサ周波数を表示し

ます。

なし -

System memory システムのメモリサイズを

表示します。

なし -

Product revision CPU ボードのハードウェア

リビジョンを表示します。

なし -

Serial number CPU ボードのシリアル番号

を表示します。

なし -
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Advanced（アドバンス設定）

BC Firmware rev. CPU ボードのコントローラ

のファームウェアリビジョ

ンを表示します。

なし -

MAC Adresse (ETH1) ETH1 インターフェイスに割

り当てられた MAC アドレス

を表示します。

なし -

Boot counter ブートカウンタを表示しま

す。再起動するたびにカウン

タが 1 ずつ増えます（最大値

16777215）。

なし -

Running time 連続稼働時間を時間単位で

表示します。（最大 65535 時

間）。 

なし -

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

ACPI configuration ACPI デバイスを設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

PCI configuration PCI デバイスを設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

PCI Express 
Configuration

PCI Express を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

Graphics 
configuration

描画設定を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

CPU configuration CPU 設定を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

Chipset 
configuration

チップセット機能を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。
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I/O interface 
configuration

I/O デバイスを設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

Clock configuration 時刻設定を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

IDE Configuration IDE 機能を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

USB configuration USB 設定を設定します。 ［Enter］ サブメニューが開きます。

Keyboard/mouse 
configuration

キーボード／マウスオプションを設

定します。

［Enter］ サブメニューが開きます。

Remote access 
configuration

リモートアクセス設定を設定しま

す。

［Enter］ サブメニューが開きます。

CPU board monitor プロセッサの現在の電圧および温度

を表示します。

［Enter］ サブメニューが開きます。

Baseboard/panel 
features

デバイス固有の情報およびデバイス

固有の値の設定を表示します。

［Enter］ サブメニューが開きます。

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容
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USB 設定

USB configuration（USB 設定）

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

USB Functions USB ポートを有効／無効にし

ます。

USBポート番号（USB1、USB3
など）は PS-B の筐体に印刷

されています。

Disabled USB ポートを無効にします。

2 USB ports USB1および USB3を有効にします。

4 USB ports USB1、USB2、USB3、USB4 を有効

にします。

6 USB ports USB1、USB2、USB3、USB4、USB5
を有効にします。8 USB ports

USB 2.0 Controller USB 2.0 を有効／無効にする 

ためのオプションです。

Enabled すべての USB インターフェイスが

USB 2.0 モードで実行されます。

Disabled すべての USB インターフェイスが

USB 1.1 モードで実行されます。

Legacy USB 
Support

USB レガシーサポートが有効

化／無効化されます。

USB インターフェイスはス

タートアップ中には機能しま

せん。USB はオペレーティン

グシステムの起動後にサポー

トされます。USB キーボード

は POST 中に認識されます。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Auto 自動的に有効化します。
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USB Legacy POST-
Always

POST（Power On Self Test）中   

にUSBレガシーサポートを有

効にするオプションです。

USB レガシーサポート設定と

同じです。 

Enabled POST 中の USB キーボードによる

BIOS 設定の呼び出しを有効にしま

す。

Disabled この機能を無効にします。

USB Keyboard 
Legacy Support

USB キーボードサポートを有

効化／無効化します。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

USB Mouse Legacy 
Support

USB マウスサポートを有効化

／無効化します。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

USB Storage Device 
Support

USB ストレージデバイスのサ

ポートを有効化／無効化しま

す。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Port 64/60 
Emulation

ポート 64/60 エミュレーショ

ンを有効化／無効化します。

Disabled USB キーボードは Windows NT を除 

くすべてのシステムで機能します。

Enabled USB キーボードは Windows NT で機 

能します。

USB 2.0 Controller 
Mode

USB コントローラを定義しま

す。

Full speed 12 Mbps

Hi speed 480 Mbps

BIOS EHCI Hand-
Off

オペレーティングシステムが

全自動 EHCI 機能をサポート

するように定義します。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

USB Beep Message POST中にBIOSによってUSB
デバイスが検出されるごとに

トーンを発するオプションで

す。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

USB Stick Default 
Emulation

USB デバイスの使用方法を設

定できます。

Auto メモリが 530Mバイト以下のUSBデ

バイスをフロッピーディスクドライ

ブとしてシミュレートします。それ

より容量が大きいデバイスはハード

ディスクドライブとしてシミュレー

トします。

Hard disk HDD フォーマットのドライブ（Zip
ドライブなど）をシステム起動用

FDD として使用できます。

USB Mass Storage 
Reset Delay

デバイスの開始コマンド後の

USBデバイスPOSTの待ち時

間を定義できます。

注記：USB メモリデバイスが

インストールされていない場

合、"No USB mass storage   

device detected" というメッ 

セージが表示されます。

10Sec、20Sec、30Sec、
40Sec    

遅延時間を手入力で定義します。

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容
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Boot Menu（ブートメニュー）

ブート設定 説明 設定オプション 内容

Boot Priority 
Selection

マシンをブートするのに使

うドライブを定義できます。

Device based システムによって認識されたデバ

イスのみがリストされます。デバ

イスリスト内の項目の順序は変更

できます。

Type based デバイスリスト内の項目の順序は

変更できます。接続されていない

デバイスタイプをリストに追加で

きます。
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1st boot device このオプションを使って

ブートドライブを定義しま

す。

Disabled、Primary 
Master、Primary Slave、
Secondary Slave、
Legacy Floppy、USB 
Floppy、USB CDROM、

USB Removable Device、
Onboard LAN、External 
LAN、PCI Mass Storage、
PCI SCSI Card、Any 
PCI、BEV Device、Third 
Slave、PCI RAID、Local 
BEV ROM

設定するブートシーケンスを選択

します。2nd boot device

3rd boot device

4th boot device

5th boot device

6th boot device

7th boot device

8th boot device

Quick Boot この機能は一部のPOST手順

をスキップすることにより

ブート時間を短縮します。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Quiet Boot POST メッセージや OEM ロ

ゴ（デフォルトは黒のバック

グラウンド）を表示するかど

うかを設定します。

Disabled POST メッセージを表示します。

Enabled POSTメッセージの代わりにOEM
ロゴを表示します。

Automatic Boot List 
Retry

このオプションにより、ス

タートアップで問題が発生

した場合、オペレーティング

システムは自動的に再起動

を試みます。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Add On ROM 
Display Mode

ROM の表示モードを設定し

ます（ブート手順中）。

Force BIOS 追加の BIOS 部分を表示します。

Keep Current BIOS 情報を表示します。

Hold On Errors このオプションは、異常が発

生した場合に、システムが

Power On Self Test（POST）   
を一時停止するかどうかを

設定します。

Disabled システムは一時停止しません。す

べての異常を無視します。

Enabled システムは一時停止します。シス

テムは異常が発生するたびに一時

停止します。

Hit DEL Message 
Display

スタートアップ時に "H i t
DEL" メッセージを表示する

ように定義できます。

注記：Quiet Boot を有効にし 

ている場合、このメッセージ

は表示されません。

Disabled メッセージは表示されません。

Enabled メッセージは表示されます。

Interrupt 19 Capture BIOS割り込みを制御します。 Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

PXE Boot to LAN 
(ETH1)

LAN（ETH1）からのブート

を有効／無効にします。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Slide-In 2 Optional 
ROM

Slide-in2ドライブに対するオ

プション ROM を有効／無効

にします。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Power Loss Control 停電後にシステムをオン／

オフするかどうかを決定し

ます。

Remain Off オフのままになります。

Turn On 電源をオンにします。

Last State 以前の状態に戻します。

ブート設定 説明 設定オプション 内容
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Security（セキュリティ）

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

Supervisor Password 管理者パスワードが設定

されているかどうかを表

示します。

なし -

User Password ユーザーパスワードが設

定されているかどうかを

表示します。

なし -

Change Supervisor 
Password

管理者パスワードの入力

／変更が必要です。BIOS
設定を編集するには管理

者パスワードが必要です。

［Enter］ パスワードを入力します。

Change User 
Password

ユーザーパスワードを入

力／変更します。特定の

BIOS 設定を編集するには

ユーザーパスワードが必

要です。

［Enter］ パスワードを入力します。
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Boot Sector Virus 
Protection

このオプションにより、

ブートセクターがプログ

ラムやウイルスによって

アクセスされると、警告を

発します。

注記：このオプションで

は、ハードドライブ全体で

はなくブートセクターの

みが保護されます。

Disabled この機能を無効にします。

Enabled この機能を有効にします。

Hard Disk Security 
User Password

ここでハードディスクセ

キュリティユーザーパス

ワードを作成できます。

［Enter］ サブメニューが開きます。

Hard Disk Security 
Master Password

ここでハードディスクセ

キュリティマスターパス

ワードを作成できます。

［Enter］ サブメニューが開きます。

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

Primary Slave HDD 
User Password

有効なユーザーパスワードを入力する

と、デバイスをリブートしなくてもハー

ドドライブを変更したり構成したりで

きます。ユーザーパスワードを入力する

と、特定の BIOS 設定を編集できます。

［Enter］ パスワードを入力しま

す。
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BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

Primary Slave HDD 
Master Password

有効なユーザーパスワードを入力する

と、デバイスをリブートしなくても

ハードドライブを変更したり構成した

りできます。

［Enter］ パスワードを入力します。
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Exit（終了）

BIOS の初期値設定

BIOS の初期値は CMOS プロファイルスイッチによって定義されています。

出荷時に最適な初期値に設定されているため、CMOS プロファイルスイッチの設

定は変更しないでださい。

Main Advanced Boot Security Power Exit

Exit Options Exit system setup
after saving the
changes.

Discard Changes and Exit
desuebnacyek01FsegnahCdracsiD

for this operation.
Load CMOS Defaults

Select Screen
Select Item

Enter Go to Sub Screen
F1 General Help
F10 Save and Exit
ESC Exit

Save Changes and Exit

BIOS SETUP UTILITY

v02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Megatrends, Inc.

BIOS 設定 説明 設定オプション 内容

Save Changes and Exit 確認メッセージボックスを表示します。

「BIOS 設定に変更を保存する」を確認する

と、新しい設定が CMOS に保存され、シ

ステムが再起動します。

OK ／ Cancel -

Discard Changes and  
Exit

変更せずに BIOS 設定を終了し、システム

を再起動します。

OK ／ Cancel -

Discard Changes 現在のセッションで行った変更を破棄し、

以前に保存した BIOS 設定に戻します。

OK ／ Cancel -

Load CMOS Defaults CMOS プロファイルスイッチによって定

義されたCMOSの初期値をロードします。

このコマンドにより、すべての BIOS 設定

に CMOS の初期値がロードされます。

OK ／ Cancel -
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ハードウェアの取り付け

この章の主題

この章では PS-B のハードウェアの取り付けについて説明します。

本製品には、（株）デジタル製さまざまなオプションユニット、メインメモリ、CF

カード、および市販の機器やボードを使用できます。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

取り付けの前に 92

無停電電源装置（UPS） 94

PCI ／ PCIe カードの取り付け 101

PCI カードまたは PCIe カードの寸法図 102

コンパクトフラッシュ（CF）カードの取り付けおよび取り外し 107

ファンキットの取り付け 109
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取り付けの前に

概要

オプションユニットの詳細な取り付け手順については、オプションユニットに同梱

の取扱説明書を参照してください。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用する前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 キャビネットに設置時は、扉および開口部を常時閉じた状態にし、装置内に異

物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
火傷の恐れ

ヒートシンクの表面温度は 70C に達することがあります。

作業中はヒートシンクの表面に触れないでください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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注意
ネジの過剰締め付けとネジの緩み

 取付金具、筐体、オプション品、端子台のネジを固定する際、0.5 N•m より大 

きいトルクをかけないでください。ネジを締めすぎると、PS-B のプラスチッ

クのケースが破損するおそれがあります。

 ネジを取り外す際には、ネジを PS-B のシャーシ内に落とさないように注意し

てください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

注意
静電気に敏感な部品

RAM モジュールや拡張ボードといったオプション品など、PS-B の内部部品は静

電気によって破損するおそれがあります。

 静電気を発生する材質（プラスチック、クッション材、敷物類）は作業領域の

近くには置かないでください。

 静電気放電に敏感な部品は、取り付け準備ができるまで静電気防止袋から取り

出さないでください。

 静電気に敏感な部品を取り扱うときは、適切に接地されたリストストラップ

（あるいは同等品）を着用してください。

 露出した導電性部分および部品のリードが不用意に皮膚や布に接触しないよ

うにしてください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。
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無停電電源装置（UPS）

概要

無停電電源装置（UPS）オプションは、PS-B のみに使用できます。下図は UPS
をオプション装備した PS-B です。

1 UPS バッテリユニット

2 UPS 接続ケーブル 3 m 
3 UPS インターフェイスボードを搭載（出荷時に搭載）した PS-B

注記：

 UPS モジュール搭載モデルをご使用の場合、必ず、UPS バッテリユニットを接

続してから PS-B を起動してください。 

UPS バッテリユニットを接続しないで PS-B を起動した場合、システムエラー

が表示されブザーが鳴りますのでご注意ください。

UPS オプションの主な特徴：

 メンテナンスフリーで長持ちする充電式バッテリ

 内蔵インターフェイスによる通信

 温度センサー

 過放電保護

UPS の原理

PS-B システムに UPS をオプション装備することにより、電源が喪失しても書き

込みは完了します。UPS は電源喪失を検出すると直ちに、電源を中断なくバッテ

リに切り替えます。その結果、実行中のプログラムはすべて UPS ソフトウェアに

よって正しく終了します。これによってデータの整合不良を防ぎます。

注記：

 この機能が使用できるのは、UPS が設定され、そのドライバがアクティブな場

合に限られます（124 ページ参照）。

 モニタは UPS から操作することはできず、停電時にシャットオフします。

1 2 3
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1 バッテリ／ロードモード
2 温度
3 UPS バッテリユニット

4 UPS モジュール搭載の PS-B
5 電源電圧 DC+24 V

UPS モジュールの説明

PS-B にオプション装備される UPS モジュールの技術データを下表に示します。

1

2

3 4

5

項目 仕様値

主電源／バッテリ駆動の切り替え閾値 15 / 13 V

停電保持時間 最大 20 分（負荷 150 W 時）

充電電流 最大 0.5 A 

過放電保護 バッテリユニットで 10 V

短絡保護 なし

消費電力 最大 7.5 W 

ステータスインジケータ システムモニタによる（120 ページ参照）

構成 システムモニタの設定による（124 ページ参照）
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UPS バッテリユニットの説明

UPS バッテリユニットは消耗部品のため、定期的に（少なくとも以下に指定され

た耐用期間を過ぎたら）交換してください。

下図は UPS バッテリユニットのコネクタを示したものです。

項目 仕様値

バッテリ：

タイプ

方式

Enersys Cyclon 12 V 5 Ah（6 個直列）

単セル（X セル）

定格電圧 12 V

動作電流 最大 8 A

過放電電圧 10 V

温度センサー NTC 抵抗器

質量 約 3.2 kg 

周囲温度：

動作温度

保存温度

輸送温度

– 40 ～ + 80°C
– 65 ～ + 80°C
– 65 ～ + 80°C

相対湿度：

動作湿度

保存湿度

輸送湿度

5 ～ 95%、結露のないこと

5 ～ 95%、結露のないこと

5 ～ 95%、結露のないこと

高度 最大 3000 m 

耐用期間 25°C で 10 年 （最大バッテリ容量 80%）

保全間隔（保管期間） 6 か月に 1 度の充電

蓄電量 0% 時での充電時間 15 時間

+ + - -

U
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UPS バッテリユニットの寸法を下図に示します。

バッテリ容量 80% に至るまでの経過年数（通電時のバッテリ寿命の目安）
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バッテリ容量 20% に至るまでの温度と耐用期間の相関図 ( 保管時のバッテリ寿命の目安 )

放電サイクルと放電量の関係

UPS 接続ケーブル

UPS 接続ケーブルに付属する 2 つの 6 ピンコネクタは形状が異なっていますが、

これはケーブルコネクタを（UPS バッテリユニットまたは PS-B 側の）誤ったコ

ネクタに差し込まないようにするためです。

1 6 ピンプラグタイプのコネクタ

2 6 ピンソケットタイプのコネクタ

温度 耐用期間

（日数）

相関図

25°C 14600

30°C 9467

35°C 6139

40°C 3980

45°C 2581

50°C 1674

55°C 1085

60°C 704

65°C 458

70°C 298

75°C 192

80°C 124
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UPS 接続ケーブルの技術データを下表に示します。

項目 仕様値

長さ 3 m

外径 8.5 mm ± 0.2 mm

コネクタのタイプ 6 ピンプラグタイプ、テンションクランプ接続

6 ピンプラグタイプ、テンションクランプ接続

配線の太さ

温度センサーの配線

電圧線
2 x 0.5 mm2（AWG 20）

4 x 2.5 mm2（AWG 13）

ライン抵抗

0.5 mm2

2.5 mm2

最大 39 /km 
最大 7.98 /km

曲げ半径

固定設置用

可動部用

5 x ケーブル外径

10 x ケーブル外径

温度範囲

動作温度

保存温度

– 5 ～ + 80°C
– 30 ～ + 80°C

質量 約 143 kg/km

材料

ケーブルシールド

色

熱可塑性 PVC 系材料

Window グレー（RAL 7040 とほぼ同じ）

ピーク動作電圧 12 Vdc

AC 試験電圧

ケーブル間 1500 V

動作電圧 最大 300 V

出力電流 10 A（+ 20°C 時）
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取り付け手順

PS-B 本体には充電回路が組み込まれているため、取り付けは、PS-B の横に付属

する UPS バッテリユニットに接続ケーブルをつなげるだけです。

バッテリの構造上、UPS バッテリユニットの保管と運用はどこでも可能です。

下図は UPS バッテリユニットを取り付けるための穴あけテンプレートとして使

用してください。

1
4
1
.9

3
8
.9

8.5

126.5

135

1
7
0
.5

1
7
8
.9

mm



ハードウェアの取り付け

101

PCI ／ PCIe カードの取り付け

概要

PCI／PCIeカードの取り付け／取り外しの前に、通常の方法でWindows®をシャッ

トダウンし、デバイスからすべての電源を取り外してください。

ケーブル付き PCI ／ PCIe カード

延長ケーブル付き PCI ／ PCIe カードを使用する場合は、クランプなどでケーブル

を固定してください。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

警告
装置の断線または装置の意図しない動作

 電源、通信、およびオプション品の接続はポートに過剰な応力がかからないよ

うに行ってください。設置場所を決定するときは、振動環境を考慮してくださ

い。

 電源、通信、および外部付属品のケーブルはパネルまたはキャビネットにしっ

かりと接続してください。

 市販の USB ケーブルのみを使用してください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。
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PCI カードまたは PCIe カードの寸法図

バスのタイプに応じて、標準PCI 2.2ハーフサイズカードまたはPCI Express（PCIe）  

ハーフサイズカードを使用できます。

注記：以下の寸法を超えないカードを使用してください。

標準ハーフサイズ PCI カードの寸法図

標準ハーフサイズ PCIe カードの寸法図
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PCI スロット位置

下図は PCI スロット位置を示したものです。

注記：PCI および PCIe カードタイプには下表のとおり制限がありますので、ご注

意ください。64 ビットカードが挿入可能なスロットは、下表のとおりです。

Slot 1 Slot 2 Slot 3 Slot 4 Slot 5

1 スロット 1PCI 32 ビット PCI － － － －

2 スロット 1PCI+1PCIe 32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

PCIe － － －

2PCI 32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

32 ビット PCI － － －

5 スロット 2PCI+3PCIe 32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

PCIe PCIe PCIe

4PCI+1PCIe 32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

32 ビット 

もしくは 
64 ビット PCI

32 ビット 
 PCI

PCIe
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PCI カードまたは PCIe カードの取り付け

注記：CI カードまたは PCIe カードの取り付けを行う前にはすべての電源を外して

ください。

以下に CI カードまたは PCIe カードの取り付け方法を説明します：

注記
静電気放電

PS-B を取り外す前の静電気放電には十分な保護対策を行ってください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。

手順 操作内容

1 PS-B の電源を切ります。

2 筐体や接地接続 ( 電源ではなく ) に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気

を放電します。
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3 青色のカバーを開け、トルクスネジを外します。

1  スクリューカバー

A    1 スロット用トルクスネジ (T10) 2 つ

B    2 スロット用トルクスネジ (T10) 4 つ

C1  5 スロット用のトルクスネジ (C2) を外すには、まず左側の青色カバーにあ  

る 3 つのスクリューカバーを硬貨などを使ってスライドさせます。

C2  5 スロット用トルクスネジ (T10) 6 つ

4 サイドカバーを前方に引いて取り外します。

5 スロットの場合は、サイドカバーを左に引いて取り外します。

5 空のスロットのパネルからネジを外して、ブランクパネルを取り外します。
PCI/PCIe ボードを拡張ボードコネクタに差し込み、フィラーパネルのネジを

使って 0.5N•m のトルクで固定します。

6 サイドカバーを元の位置に戻し、ネジを差し込んで固定します。

7 5 スロットの場合は、手順 6 のあと、スクリューカバーを元の位置に戻します。

手順 操作内容
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注意
ネジの過剰締め付けとネジの緩み

 取付金具、筐体、オプション品、端子台のネジを固定する際、0.5 N•m より大  

きいトルクをかけないでください。ネジを締めすぎると、PS-B のプラスチッ

クのケースが破損するおそれがあります。
 ネジを取り外す際には、ネジを PS-B のシャーシ内に落とさないように注意し

てください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。
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コンパクトフラッシュ（CF）カードの抜き差し

CF カードご使用の前に

PS-B のオペレーティングシステムは CF カードをハードディスクとして認識しま

す。CF カードは正しい取り扱いと注意によって寿命を延ばすことが可能です。CF

カードの抜き差しの前に、CF カードについてよく理解しておいてください。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

注意
コンパクトフラッシュカードの損傷およびデータの喪失

 CF カードの抜き差しは PS-B の電源を切ってから行ってください。

（株）デジタル製の CF カードをお使いください。他社製の CF カードを使用し

た場合の PS-B の動作確認は行っていません。

 CF カードの向きが正しいことを確認してから差し込んでください。

 CF カードは曲げたり、落としたり、ぶつけたりしないでください。

 CF カードのコネクタには触れないでください。

 CF カードを分解したり改造したりしないでください。

 CF カードは濡らさないようにしてください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。
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CF カードの挿入

以下に CF カードの挿入方法を説明します。

CF カードの取り出し

以下に CF カードの取り出し方法を説明します。

データ書き込み制限

CF カードへの書き込み回数は約 100,000 回に制限されています。CF カードのす

べてのデータは定期的に別のストレージメディアにバックアップしてください。

手順 操作内容

1 通常の方法で Windows® をシャットダウンして、PS-B から電源を取り外しま

す。

2 CF カードのカバーを取り外します。

3 イジェクトボタンが飛び出すまで、CF カードをしっかりと CF カードスロッ

トに差し込みます。

4 CF カードのカバーを取り付けます。

手順 操作内容

1 通常の方法で Windows® をシャットダウンして、PS-B から電源を取り外しま

す。

2 CF カードのカバーを取り外します。

3 イジェクトボタンを奥まで押し込んで、CF カードスロットから CF カードを

取り外します。

注記：イジェクトボタンを奥まで押し込むには、小さなねじ回しなど先のと

がったものを利用してください。

4 CF カードの抜き差し後は、CF カードカバーを取り付けます。
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ファンキットの取り付け

概要

ファンキット（137 ページ参照）は、下記の目的で使用します。

 ファンレスモデル（Atom N270 搭載モデル）へのファン取り付け

 ファンの交換

ファンキットの取り付け／交換の前に、装置のすべての電源を外してください。

ファンキットの取り付け

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B およびの電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付 

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

注記
静電気放電

PS-B を取り外す前の静電気放電には十分な保護対策を行ってください。

上記の指示に従わないと、物的損害を負う可能性があります。
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以下にファンキットの取り付け方法を説明します：

手順 操作内容

1 PS-B の電源を切ります。

2 筐体や接地接続 ( 電源ではなく ) に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気

を放電します。

3 青色のカバーを開け、トルクスネジを外します。

1   スクリューカバー

A    1 スロット用ファンカバートルクスネジ (T10) 1 つ

B    2 スロット用ファンカバートルクスネジ (T10) 2 つ

C1  5 スロット用トルクスネジ (C2) を外すには、まず左側の青色カバーにある    

3 つのスクリューカバーを、硬貨などを使ってスライドさせます。

C2  5 スロット用トルクスネジ (T10) 6 つ

C3  5 スロット用ファンカバートルクスネジ (T10) 2 つを外すには、サイドカ    

　　バーを左に引いて取り外します。

4 ファンカバーを前方に引いて取り外します。
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5 以下のとおり、ファンキットを PS-B に装着し、ネジで固定します。

下記は、2 スロットの例です。

1  コンタクトボード（PS-B 側）

2  スライディングコンタクト（ファンキット側）

注記：PS-B 側のコンタクトボードとファンキットのフレーム背面にあるスラ

イディングコンタクトが合わさるように装着してください。

6 ファンカバーにファンフィルタを装着し、フィルタの留め具で固定します。

1  ファンカバー

2  ファンフィルタ

3  フィルタの留め具

7 ファンカバーを筐体に取り付け、手順 3 で取り外したネジで固定します。

注記：ネジを固定するために使用するトルクは 0.5 N•m です。

注意
ネジの過剰締め付けとネジの緩み

 取付金具、筐体、オプション品、端子台のネジを固定する際、0.5N•m より大

きいトルクをかけないでください。ネジを締めすぎると、PS-B のプラスチッ 

クのケースが破損するおそれがあります。

 ネジを取り外す際には、ネジを PS-B のシャーシ内に落とさないように注意し 

てください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

手順 操作内容
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システムモニタと保守
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システムモニタと保守

このパートの主題

このパートではシステムモニタと本製品の保守について説明します。

このパートについて

このパートには次の章が含まれています。

章 章タイトル 参照ページ

9 システムモニタ 115

10 保守 125
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システムモニタ

この章の主題

この章では PS-B のシステムモニタの機能について説明します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

システムモニタインターフェイス 116

システムモニタの設定 122
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システムモニタインターフェイス

概要

システムモニタのアプリケーションを使用して以下のシステムパラメータを監視

することができます。
 Temperature
 Fan
 SMART
 Battery

しきい値を超えるとシステムモニタアプリケーションは設定に応じて（122 ページ

を参照）、ポップアップメッセージ（121 ページを参照）、音声、ブザーで通知しま

す。Windows のイベントログにもアラートが記録されます。アラーム発生時にシ

ステムがシャットダウンするように設定（124 ページを参照）することもできます。

システムモニタへのアクセス

以下の手順によりシステムモニタインターフェイスにアクセスできます。

システムモニタインターフェイスの説明

システムモニタインターフェイスには、システムパラメータタブの利用可能なパラ

メータとその現在のステータスが示されます。

手順 手順内容

1 PS-B のオペレーティングシステムを起動します。

2 タスクバーの次のアイコンをダブルクリックします。

注記：タスクバーにアイコンが見つからない場合、以下のパスに存在する

SysMonGui.exe をダブルクリックしてシステムモニタアプリケーションを起動し

てください。C:¥Utility¥SysMon

以下のスクリーンショットはシステムモニタのメインウインドウを示しています。
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1 個別タブのアイコン（下記の一覧表を参照）です。
2 項目名とステータスです。
3 システムモニタをシステムトレイに最小化します。
4 アラームの発生した項目をリセットします。
5 ブザーと音声を無効化します。音声またはブザーが作動している場合にのみ有効となり

ます。

システムパラメータタブのアイコンについての説明を以下の表に示します。

アイコン ステータス 内容

OK アラームはありません。

Disabled システムパラメータは監視されていません。

Alarm 1 件以上のアラームがあります。
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Temperature ステータス

以下のスクリーンショットは Temperature タブを示しています。

温度パラメータのステータスメッセージについての説明を以下の表に示します。

Fan ステータス

以下のスクリーンショットは Fan タブを示しています。

ステータス 内容

Pass アラームはありません。

Error アラーム（制限値超過）

Disabled 監視されているアラームはありません。

*** サービスが作動していません。
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ファンパラメータのステータスメッセージについての説明を以下の表に示します。

SMART ステータス

SMART ステータスはハードディスクの状態を示します。

以下のスクリーンショットは SMART タブを示しています。

注記：Status 欄に加え、SMART タブにはデバイスのライフタイムの欄も示され

ます。デバイスがライフタイムをサポートしている場合、Lifetime 値がパーセン

ト表示（棒グラフ）で表示されます。サポート外の場合は Not supported と表示 

されます。

PS-B のステータスメッセージについての説明を以下の表に示します。

ステータス 内容

Pass アラームはありません。

Error アラーム（ファンが正常に作動していない）

Disabled 監視されているアラームはありません。

*** サービスが作動していません。

ステータス 内容

O.K. アラームはありません。

Alert SMART で障害が検出されているか、ディスクのライフタイム

が満了しました。

Disabled 監視されているアラームはありません。

*** サービスが作動していません。
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Battery ステータス

以下のスクリーンショットは Battery タブを示しています。

バッテリパラメータのステータスメッセージについての説明を以下の表に示しま

す。

ステータス 内容

Pass アラームはありません。

Error バッテリユニットに障害があります（例 : バッテリが接続され

ていない）。

On Battery 電源に障害があり、システムはバッテリにより稼働しています。

Low Battery バッテリのレベルが低下しています。

No Battery バッテリが接続されていません。

Low Battery Shutdown 電源に障害がありシステムはバッテリにより稼働しています。

バッテリのレベルが低下しています。> システムはシャットダ

ウンします。

Disabled 監視されているアラームはありません。

*** サービスが作動していません。
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ポップアップウインドウについての説明

アラームがある場合、以下のポップアップウインドウが表示されます。

1  リセットできるアラームまたは項目が表示されます。
2 System Monitor Alert ウインドウを閉じます。

3 メインウインドウを表示します。
4 チェックボックスを選択すると、アラームが発生している場合でも 1 時間の間ウインド

ウ表示を停止します。（新しいアラームの場合にはウインドウが再表示されます）。
5 ブザーと音声を無効化します。音声またはブザーが作動している場合にのみ有効となり

ます。
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システムモニタの設定

概要

Windows コントロールパネルのシステムモニタアプレットで、システムモニタの

パラメータとアラームの種類を設定することができます。

システムパラメータにはそれぞれ個別のタブがあります。

以下のダイアログボックスタブ使用して、監視パラメータを表示させ、監視対象の

各要素を設定します。

Temperature - システムモニタのプロパティ

以下のスクリーンショットは Temperature タブを示しています。

フィールド 説明

Monitor the range of the PC     
temperature

チェックを入れると PC 温度の監視が有効になります。有

効にしている場合には（124 ページを参照）、Error 時の

動作を設定します。
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Fan - システムモニタのプロパティ

注記 :Core 2Duo P8400 搭載モデルについてのみ適合する情報です。

以下のスクリーンショットは Fan タブを示しています。

SMART - システムモニタのプロパティ

以下のスクリーンショットは SMART タブを示しています。

フィールド 説明

Monitor the function of the PC     
fans

チェックを入れるとファン動作の監視が有効になりま

す。有効にしている場合には（124 ページを参照）、Error
時の動作を設定します。
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Battery - システムモニタのプロパティ

注記 :UPS インターフェイスボード搭載モデルについてのみ適合する情報です。

以下のスクリーンショットは Battery タブを示しています。

Error 時の動作設定

フィールド 説明

Monitor the function of the    
built-in hard disks

チェックを入れるとビルトインハードディスク動作の監

視が有効になります。有効にしている場合には（124 ペー

ジを参照）、Error 時の動作を設定します。

フィールド 説明

Monitor the status of the    
installed battery unit (UPS)

チェックを入れると、取り付けられた UPS バッテリユ

ニットの監視が有効になります。有効にしている場合に

は（124 ページを参照）、Error 時の動作を設定します。

フィールド 説明

Turn on buzzer チェックを入れるとブザーが有効になります。

Play sound チェックを入れるとエラーの検出時の音声が有効になり

ます。音声ファイルのパスを指定します（Browse... ボタ

ン）。

Show popup message このチェックボックスにチェックを入れると、ステータ

スメッセージのポップアップ表示が有効になります。

Shutdown system チェックを入れるとエラーの検出時にシステムがシャッ

トダウンします。SMART タブでは無効になっています。
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保守

この章の主題

この章では PS-B の保守について説明します。

この章について

この章には次の項目が含まれています。

項目 参照ページ

再インストール手順 126

定期的な清掃と保守 127
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再インストール手順

はじめに

オペレーティングシステムを再インストールしなければならない場合があります。

以下の点に注意してください。

 静電気を発生する材質（プラスチック、クッション材、敷物類）は作業領域の

近くには置かないでください。

 静電気放電に敏感な部品は、取り付け準備ができるまで静電気防止袋から取り

出さないでください。

 静電気に敏感な部品を取り扱うときは、適切に接地されたリストストラップ（あ

るいは同等品）を着用してください。

 露出した導電性部分および部品のリードが不用意に皮膚や布に接触しないよう

にしてください。

再インストール

同梱の「PS4000 シリーズ導入ガイド」に記載された関連手順を参照してください。
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定期的な清掃と保守

最良の状態で PS-B を使用するために定期的に点検を行ってください。例えば：

・接続ケーブルのコネクタは完全に差し込まれている（ゆるみがない）か？

・PS-B はすべての止め具でしっかりと固定されているか？

・周囲温度は適当か？

・ガスケットに傷や汚れの跡がないか？

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

 システムのカバーまたは部品を取り外す前、および付属品、ハードウェア、ま

たはケーブルの取り付け／取り外しの前に、装置のすべての電源を外してくだ

さい。

 PS-B および電源供給元の両方から電源ケーブルを外してください。

 電源オフの確認は、必ず正しい定格の電圧検出装置を使用し、電源が供給され

ていないことを確認してください。

 PS-B に電源を入れる前に、システム内のすべてのカバーおよび部品を取り付

けて固定してください。

 PS-B の操作には、DC24V 電源以外は使用しないでください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

危険
爆発の危険

 装置を危険区域に取り付けまたは使用する前に、ANSI/ISA 12.12.01 および CSA 

C22.2 N213 による装置の危険区域に関する評価を確認してください。

 Class I、Division 2 の危険区域に取り付けた PS-B の電源を入切する場合、以下  

のことを順守してください。

 危険区域外に設置されたスイッチを使用する。

 Class I、Division 1 の危険区域での操作が認証されたスイッチを使用する。

 装置の接続を切る際には、電源が入っていないことおよび装置区域に危険物が

ないことを必ず先に確認してから行ってください。これは電源、接地、シリア

ル、パラレル、およびネットワーク接続など、すべての接続に適用されます。

 危険区域では絶対に非シールド／非接地のケーブルを使用しないでください。

 非発火性 USB 機器以外は接続しないでください。

 密閉時は、密閉扉および開口部を常時閉じた状態にし、ワークステーション内

に異物が堆積しないようにしてください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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クリーニング液

リチウムバッテリ

PS-B にはリチウムバッテリが 1 つ搭載されており、リアルタイムクロック (RTC)

のバックアップを行います。

注記：以下の特性、特長、および制限は本バッテリにのみ適用され、装置全体の特

性、特長、制限からは外れる可能性があります。本バッテリの取り付け先となる装

置全体については、装置について規定した仕様を参照してください。

警告
火傷の恐れ

ヒートシンクの表面温度は 70C に達することがあります。

作業中はヒートシンクの表面に触れないでください。

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。

注意
有害なクリーニング液

本体や部品の清掃には、塗料用シンナー、有機溶剤、強い酸などを使わないでく

ださい。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。

仕様 PFXZPSBTLT1(CR2477N)

容量 950mAh

電圧 3V

23C での自己放電 年間 1% 以下

保管期間 30C で最長 3 年

環境仕様

保存周囲温度 -20 ～ +60C

使用周囲湿度 0 ～ 95%、結露のないこと
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リチウムバッテリの交換

注記：

 PS-B では電源がオン／オフ時でもリチウムバッテリを交換できる設計になっ

ています。安全規則により、ユニットの電源をオンにしたままでのバッテリ交

換が認められていない国もあります。

 電源をオフにしてリチウムバッテリを交換すると、以前の設定が復元されます

（設定は非揮発性 EEPROM に保存されているため）。ただし、リチウムバッテ

リを交換すると日付と時刻のデータは失われます。日付と時刻を再設定する必

要があります。

 リチウムバッテリを交換できるのは有資格者のみです。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

この手順を行う前に、「定期的な清掃と保守」に記載された安全に関する情報を

よく読んで理解してください（127 ページ参照）。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

危険
爆発、火災、または化学的危害

 リチウムバッテリは同タイプのものと交換してください。

 リチウムバッテリ製造業者のすべての指示に従ってください。

 再充電、分解、100 °C 以上に加熱、または焼却しないでください。

 リチウムバッテリの取り外しや交換には手もしくは絶縁の道具を利用してく

ださい。

 リチウムバッテリは正しい極性で取り付けてください。

 PS-B を廃棄する際はすべてのリチウムバッテリを取り外してください。

 使用済みリチウムバッテリはリサイクルまたは適切に処分してください。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。
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手順

手順 操作内容

1 PS-B の電源を切ります。

2 筐体や接地接続（電源ではなく）に触れて、作業者の身体に蓄積された静電

気を放電します。

3 リチウムバッテリ装着部から黒色のプラスチックカバーを外します。リチウ

ムバッテリ取り出し用テープを使ってリチウムバッテリを注意深く引き出し

ます。

4 リチウムバッテリの両端を持たないでください。リチウムバッテリの装着に

は絶縁ピンセットを使うこともできます。

5 極性に注意して新しいリチウムバッテリを装着します。

6 次回のリチウムバッテリ交換に備えて、リチウムバッテリを装着するときは、

リチウムバッテリ取り出し用テープを正しい位置に戻します。

7 PS-B の電源を再投入します（電源ケーブルを接続し、電源ボタンを押す）。

8 BIOS 設定で日付と時刻を再設定します。

1 2

+

-
- +
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注記：本書に記載されている以外の PS-B でバッテリ交換を行った場合、火災や爆

発を招く危険性があります。

ファンフィルタの交換

空気の流れによる冷却効果が十分に得られるよう、ファンフィルタを取り付けて
定期的にチェックを行ってください。 フィルタキットの交換、清掃はファンフィ

ルタのチェックをするタイミングで行います。

以下にファンフィルタの交換方法を説明します。

警告
誤ったリチウムバッテリの使用による火災や爆発の恐れ

同一タイプのリチウムバッテリにのみ交換してください。： CR2477N

上記の指示に従わないと、死亡、重傷、または物的損害を負う可能性があります。

危険
感電、爆発、または閃光アークの危険

この手順を行う前に、「定期的な清掃と保守」に記載された安全に関する記載を

よく読んで理解してください（127 ページ参照）。

上記の指示に従わないと、死亡または重傷を負うことになります。

手順 操作内容

1 PS-B の電源を切ります。

2 筐体や接地接続 ( 電源ではなく ) に触れて、作業者の身体に蓄積された静電気

を放電します。
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3 青色のカバーを開け、トルクスネジを外します。

1   スクリューカバー

A    1 スロット用ファンカバートルクスネジ (T10) 1 つ

B    2 スロット用ファンカバートルクスネジ (T10) 2 つ

C1  5 スロット用トルクスネジ (C2) を外すには、まず左側の青色カバーにあ    

る 3 つのスクリューカバーを、硬貨などを使ってスライドさせます。

C2  5 スロット用トルクスネジ (T10) 6 つ

C3  5 スロット用ファンカバートルクスネジ (T10) 2 つを外すには、サイドカ    

　　バーを左に引いて取り外します。

4 ファンカバーを前方に引いて取り外します。

手順 操作内容
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ファンキットの交換

ファンは PS-B の過熱を防止します。ファンレスモデルにファンキットを搭載する

場合、またはファンキットを交換する場合は、ファンキットを用意し（137 ページ

参照）、ファンキットの取り付け（109 ページ参照）の手順を実行してください。

5 ファンカバーの中にあるファンフィルタを交換し、フィルタの留め具で固定

します。

1  ファンカバー

2  ファンフィルタ

3  フィルタの留め具

6 ファンカバーを筐体に取り付け、手順 3 で取り外したネジで固定します。

注記：ネジを固定するために使用するトルクは 0.5 N•m です。

手順 操作内容

注意
ネジの過剰締め付けとネジの緩み

 取付金具、筐体、オプション品、端子台のネジを固定する際、0.5 N•m より大  

きいトルクをかけないでください。ネジを締めすぎると、PS-B のプラスチッ

クのケースが破損するおそれがあります。
 ネジを取り外す際には、ネジを PS-B のシャーシ内に落とさないように注意し

てください。

上記の指示に従わないと、傷害または物的損害を負う可能性があります。
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付録

このパートについて

このパートには次の章が含まれています。

章 章タイトル 参照ページ

11 オプション品 137

12 アフターサービスについて 139
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オプション品

PS-B 用オプション品

使用可能なオプション品

オプション品は必要に応じてご購入いただけます。以下は PS-B で使用できるオプ

ション品のリストです。

内容 型式

コンパクトフラッシュカード 4GB PFXZCBCF41

コンパクトフラッシュカード 8GB PFXZCBCF81

OS なし HDD ユニット 250GB（Slide in Disk 用） PFXZPSSCHDD251

OS なし HDD ユニット 500GB（Slide in Disk 用） PFXZPSSCHDD501

OS なし SSD ユニット 32GB（Slide in Disk 用） PFXZPSSCSSD321

OS なし SSD ユニット 60GB（Slide in Disk 用） PFXZPSSCSSD601

Slide in Disk 用ユニットを Slide in Slot に装着するためのユ    

ニット

PFXZPSSSAD1

DVD の読み書き込みが可能な DVD マルチドライブユニッ

ト（Slide in Slot 用）

PFXZPSSSMD1

DVI-I から RGB への変換ケーブル CA7-CBLCVRGB-01

PS-B からアナログ信号対応のモニタに画像信号を出力す

る際のアナログ RGB インターフェイスケーブル（D-Sub15
ピン プラグ）（4.5m）

FP-CV02-45

PS-B からデジタル信号対応のモニタ※ 1 に画像信号を出力

する際のデジタル DVI-D ケーブル（DVI-D24 ピン プラグ） 

（5m）

FP-DV01-50

DVI-I から DVI-D と RGB に分岐できる二股ケーブル CA7-CBLCVDVI-D/RGB-01

PS-B と（株）デジタル製 FP シリーズとの間でタッチパネ

ルデータの送信に使用する USB インターフェイスケーブ

ル。A-B タイプケーブル。（5m）

FP-US00

USB ポートを盤の前面に取り付けるための延長ケーブル CA5-USBEXT-01

PS-B と（株）デジタル製 FP シリーズとの間でタッチパネ

ルデータの送信に使用するシリアルインターフェイスケー

ブル。ストレートケーブル（D-Sub9 ピン ソケット ）。（5m） 

COM1 または COM2 に接続して使用します。

FP61V-IS00-O

メンテナンスオプション

電源ケーブルと接続するためのDC電源コネクタ（5個入り） PFXZPSCNDC1

交換用リチウムバッテリ（BIOS バックアップ用） PFXZPSBTLT1
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PS4000 シリーズ BOX タイプ用（1 Slot）交換用 FAN フィ 

ルター（5 枚入り =5 セット分）

PFXZPB1FTFAN1

PS4000 シリーズ BOX タイプ用（2 Slots）交換用 FAN フィ 

ルター（5 枚入り =5 セット分）

PFXZPB2FTFAN1

PS4000 シリーズ BOX タイプ用（5 Slots）交換用 FAN フィ 

ルター（5 枚入り =5 セット分）

PFXZPB5FTFAN1

PS4000 シリーズ BOX タイプ用（1 Slot）交換用 FAN キッ 

ト（1 セット分）

PFXZPB1IUFAN1

PS4000 シリーズ BOX タイプ用（2 Slots）交換用 FAN キッ 

ト（1 セット分）

PFXZPB2IUFAN1

PS4000 シリーズ BOX タイプ用（5 Slots）交換用 FAN キッ 

ト（1 セット分）

PFXZPB5IUFAN1

マリン規格用電源ラインノイズフィルタ※ 2 PFXZFTPNDC1

PS稼動システムを瞬停・停電から保護するためのUPSバッ

テリ内臓ユニット

PFXZPSEUUPB1

UPS インターフェイスボードと UPS バッテリユニットを

接続するケーブル（3ｍ）

PFXZPSCBUP3

※ 1. PS-B とのデジタル信号での接続に対応している ( 株 ) デジタル製 FP シリーズ

については、FP シリーズのマニュアルを参照してください。

※ 2. HDD 非搭載、DC 電源型ファンレス（Atom N270 搭載）モデルの PS-B に、マ    

リン規格用電源ラインノイズフィルタを接続した場合のみマリン規格（GL）に

対応できます。

内容 型式
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アフターサービスについて

アフターサービスの詳細は、（株）デジタル Web サイトを参照してください。

http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html



アフターサービスについて

140


	PS-4000Bシリーズユーザーマニュアル
	目次
	安全に関する使用上の注意
	本書について
	概要
	重要な情報
	FCC規格について―米国向け
	有資格者
	認証および規格
	欧州（CE）コンプライアンス
	危険区域への設置 - 米国およびカナダ向け

	梱包内容と各部名称
	梱包内容
	PS-Bの説明
	インターフェイス仕様

	仕様
	PS-Bの仕様
	環境仕様

	外観図と各部寸法図/ 取り付け
	外観図
	PS-Bの取り付け
	PS-Bの設置準備


	システムのセットアップ
	電源投入前に
	電源投入前に

	接地と配線
	接地
	DC電源ケーブルの接続
	PS-B前面のUSB ポートのご使用にあたって

	BIOS設定
	BIOSのオプション
	USB設定
	Boot Menu（ブートメニュー）
	Security（セキュリティ）
	Exit（終了）
	無停電電源装置（UPS）
	ファンキットの取り付け

	ハードウェアの取り付け
	取り付けの前に
	PCI／PCIeカードの取り付け
	PCIカードまたはPCIeカードの寸法図
	コンパクトフラッシュ（CF）カードの抜き差し


	システムモニタと保守
	システムモニタ
	システムモニタインターフェイス
	システムモニタの設定

	保守
	再インストール手順
	定期的な清掃と保守


	付録
	オプション品
	PS-B用オプション品

	アフターサービスについて




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /DEU <>
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




